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ドラッカーの企業観について
―⽛企業⽜の概念と位置づけの変遷をめぐって―

春 日 賢

は じ め に

ドラッカーの企業観について，基本的なとらえ方とその変遷を整理・検討することが本稿の
課題である1。
ドラッカーは，⽛企業社会を発明した男⽜ともいわれる。彼本来の問題意識は望ましい⽛人と
社会のあり方⽜，大きくいえば社会論にある。それはヨーロッパ伝統の⽛自由⽜を理想に，旧秩
序が瓦解しゆく 20 世紀における新たな秩序を打ち立てようとするものであった。⽛自由⽜＝
⽛責任ある選択⽜が果たされた⽛新しい社会⽜の実現である。かかる問題意識から，彼はまず社
会における⽛企業⽜の存在に注目する。現代社会がかかえる問題の本質を⽛企業⽜の存在に見い
だし，そこから問題解決に向けた具体的な考察を本格化させていくのである。そしてかかる
⽛企業⽜の考察を通じて，⽛マネジメント⽜概念へとたどり着くことになる。⽝マネジメントの実
践⽞（＝⽝現代の経営⽞）（54）でのことであったが，以後の彼は⽛マネジメント⽜を⽛企業⽜の上
位概念に位置づけて望ましい⽛人と社会のあり方⽜を論じていくのである。
このように⽛マネジメント⽜概念の誕生において，⽛企業⽜概念は母胎ともいうべき役割を果
たしている。しかも⽛マネジメント⽜概念誕生にいたるプロセスで，ドラッカーは主な⽛企業⽜
概念を何度か変更している2。社会において⽛企業⽜というものをいかに把握すべきなのか，試
行錯誤していたのである。そして⽛マネジメント⽜概念誕生後においては，⽛企業⽜を諸組織の
ワン・オブ・ゼンと位置づけるなどの重心移動も認められる。かくみるかぎり，彼の企業観と
その変遷を明らかにすることは，ひいては⽛マネジメント⽜概念および社会論のさらなる理解
につながるものといえる。以下では，⽛企業⽜をあらわす語3を著書ごとに時系列で追いながら4，
ドラッカーの企業観とその変遷を整理・検討していく。

Ⅰ．⽝経済人の終わり⽞（39）～⽝新しい社会⽞（49）

そもそもドラッカーの学問的ベースは政治学にあり，当初の彼は政治学的社会論を展開して
いた。⽛政治学者ドラッカー⽜が⽛新しい社会⽜実現の根本問題に取り組んでいくなかで，⽛企
業⽜に注目していったのである。まずそのプロセスを追っていく。

⽝経済人の終わり⽞（39）：
初の本格的著書たる本書でドラッカーは，生涯のメイン・テーマにつながる問題意識を表明
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する。旧来の秩序⽛経済至上主義⽜の破綻で社会の一体性とそのコミュニティが崩壊しつつあ
る今，それにかわる新秩序⽛非経済至上主義⽜の建設が必要である。市場を中核とする⽛経済至
上主義⽜にかえて，自由で平等な⽛非経済至上主義⽜の⽛新しい社会⽜を打ち立てるのである。
これ以外に全体主義に打ち勝つ方法はない，と。背景にあるのは，第二次世界大戦の勃発であ
る。ここではより良き⽛新しい社会⽜をめざしつつも，それは経済が第一ではない⽛非経済至上
主義⽜によってなされるものとしている。経済を第一とする⽛経済至上主義⽜に問題の根本を
みているが，政治学的社会論たる本書では時代にそぐわない旧秩序という側面が強調されるの
みで終わっている。それもあってか，経済主体である⽛企業⽜の語は数えるほどしか登場せず，
また特別な意味合いをもって位置づけられてもいない。大企業（big business），大会社（a large
company），企業（business）が，あくまでも一般的な用語として登場したにすぎない。ともあれ，
⽛非経済至上主義⽜はドラッカーに一貫するアプローチのひとつとして，ポイントである。実際
彼は常に⽛非経済学者⽜でありつづけ，その所産としてマネジメントを編み出したといえる。
こうした本書での問題意識が生涯のメイン・テーマとして明示されたのが，つづく⽝産業人の
未来⽞（42）であった。

⽝産業人の未来⽞（42）：
第二次世界大戦のさなかにあって戦後構想として著わされたのが本書であり，前著⽝経済人
の終わり⽞の続編をなしている。⽛これまでの経済人の時代が終わって，これからの産業人の未
来はどうなるのか⽜という展開である。旧秩序崩壊の必然性を明らかにしたのが前著であれば，
新秩序建設の具体的方向性を明らかにしたのが本書であった。本書でドラッカーは旧秩序⽛経
済至上主義社会⽜を⽛商業社会⽜，来たる新秩序⽛非経済至上主義社会⽜を⽛産業社会⽜と明確
化する。そして現在進行中の⽛産業社会⽜を望ましい状態⽛自由で機能する社会⽜とすることを
もって，⽛新しい社会⽜の実現とするのである。本書も政治学的社会論であり，⽛自由で機能す
る社会⽜については⽛自由な社会⽜と⽛機能する社会⽜に大別して論じられる。⽛自由な社会⽜
において⽛自由⽜は⽛責任ある選択⽜と規定される。企業に関する考察は⽛機能する社会⽜で行
われるが，ここで提示されたのが⽛社会の純粋理論⽜二要件であった。それは社会が社会とし
て機能するうえで充たすべき二要件であり，①一人ひとりに社会的な地位と役割を与えること，
②社会上の決定的権力が正当なものであること，である。この二要件の充足をめぐって以後の
ドラッカーは展開されていくのであるが，本書でその具体的な場として設定されたのが企業，
より正確にいえば大企業にほかならなかった。
本書でのドラッカーによれば，現代産業システムの代表的な社会現象は，⽛大量生産工場⽜

（mass production plant）と⽛株式会社⽜（corporation）である。前者は代表的な社会形態で労働者
が集う場を形成し，後者は代表的な社会制度でそれを経営するのは社会上の決定的権力となる。
ところが両者は，⽛社会の純粋理論⽜二要件を充たしていない。大量生産工場は労働者一人ひと
りを機械の一歯車とみなし，人間としての社会的な地位と役割を与えていない。株式会社は
⽛所有と支配（経営）の分離⽜によって自律的な社会的実体となってしまい，もはや社会上の決
定的権力として正当ではない。かくて本書では二要件の充足に向けて，最後に次のようにまと
めるのである。現代の社会的危機における中心的事実は，⽛産業工場⽜（industrial plant）が基本
的な社会単位となったにもかかわらず，いまだ社会制度となっていないことである。産業社会
における基本的な権力は，企業単位での権力である。⽛自由で機能する社会⽜を実現する唯一の
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方法は，⽛工場企業体⽜（plant）を自治によるコミュニティへと発展させることである，と。
以上のように，本書で現代社会の根本問題として⽛社会の純粋理論⽜二要件がかかげられた
が，突きつめればかかる問題の本質は企業にある。社会問題の本質を企業に見いだし，その改
革をもって解決をはかろうというのである。もとより本書で前提される企業とは，アメリカ大
量生産体制下の巨大独占企業である。それにもとづく企業観は⽛産業システム⽜（industrial
system）を上位概念に，⽛大量生産工場⽜と⽛株式会社⽜に二分して把握するものであった。⽛大
量生産工場⽜には類似概念で⽛産業工場⽜（industrial plant），⽛大規模な中央集権化された大量生
産単位⽜（the big centralized mass-production unit），⽛工場⽜（plant）なども登場しているが，これ
らはそもそも⽛企業⽜を直接あらわす語ではない。しかし文脈上⽛企業⽜とそのまま訳出した方
が意味の通る場合が多く，とくに本書最後の段落に登場する⽛工場⽜などはその典型である。
そのため，本稿では⽛工場企業体⽜と訳出した。
このような⽛大量生産工場⽜と⽛株式会社⽜という二分法的企業観には，ドラッカー独自の経
済観が反映されている。彼は，現代産業経済は⽛実物経済⽜（real economy；工場，機械設備，資
源）と⽛象徴経済⽜（symbol economy；有価証券，法的権利，財産権）に分かれてしまったとす
る。前者はゴーイング・コンサーンとして組織されるものであり，後者は富と市場に関するも
のである。法律上はいまだに後者が権力主体として前者を支配しているが，実際にはすでに前
者が権力主体で後者はその付随物でしかなくなってしまったのだという。また⽛社会の純粋理論⽜
要件②の⽛所有と支配（経営）の分離⽜により所有にもとづかない経営権力の正当性を問うなかで，
バーナムの⽛経営社会⽜（the managerial society）が言及され，問題外といった感で否定されている。
これは，後続書でしばしば登場する論点でもある。⽛マネジメント⽜の語も散見されるが，もとよ
り本書の時点では特別な意味合いをもったものではなく，およそ⽛経営陣⽜の意で用いられている。
最後の⽛工場企業体を社会制度とし，自治的なコミュニティとする⽜という解決への方向性は，
まさに⽛社会の純粋理論⽜二要件の充足をはかるものといえる。専制や中央集権化に抗して，
自治と分権化を前面にかかげるのである。これも，後続書にしばしば登場する論点である。
本書での⽛企業⽜の位置づけについて総じていえるのは，政治学的アプローチによる把握だ
ということである。そもそも本書は政治学的社会論であり，企業観は国家を意識したものと
なっている。⽛企業⽜を疑似国家あるいは国家に対抗するものとしてとらえているのである。
これはドラッカーにおいては⽛企業⽜のみならず，ほかの社会的な制度（機関）にも当てはまる
点ではあるが，とくに本書では顕著にあらわれているといえる。
なお，その他で企業をあらわす語としては，enterprises，近代大会社（the modern big business
corporation），大会社（a big corporation），近代会社（the modern corporation），巨大会社（the
mammoth corporations），アメリカ大会社（the great American corporations），近代産業大量生産
工場（the modern industrial mass production plant），競争的な小企業（small competitive enter-
prises）などがあった。

⽝会社の概念⽞（＝⽝企業とは何か⽞）（46）：
本書は原題そのままに，ドラッカーが自らの企業観を明確化するために著した書といえる。
前著⽝産業人の未来⽞（42）での問題意識⽛社会の純粋理論⽜二要件の充足，⽛企業の社会制度化，
自治的なコミュニティ化⽜をはかるべく，会社（corporation）＝企業をいかに社会に位置づける
か⽜をめぐって論じるのである。背景にあるのは，第二次世界大戦の終結および東西冷戦のは
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じまりである。当時いわれたソ連の⽛一国の社会主義⽜に対抗し，本書のドラッカーはアメリ
カの⽛一国の資本主義⽜を戦後世界のモデルとすることを企図している。そして提示されたの
が，⽛自由企業（経済）システム⽜（free-enterprise (economic) system）であった。内容はやはり
政治学的社会論であるが，当時のアメリカを代表する巨大企業GMの内部調査にもとづいてい
る点が本書最大の特徴である。そしてこの内部調査で，先の問題意識にかなうものとして，ド
ラッカーはGMの分権制に邂逅したのである。
本書の企業観を整理するうえでまずポイントとなるのは，そのアプローチである。本書では
新たに⽛社会的・政治的アプローチ⽜（the social and political approach）なるものによっていると
される。すなわち伝統的な政治学の問題を当てはめて会社を社会制度とし，それを社会的・政
治的に分析するというのである。これは次著⽝新しい社会⽞（＝⽝新しい社会と新しい経営⽞）
（49）での社会制度論につながるものである。
ついでポイントとなるのは，主な⽛企業⽜概念が corporation（（株式）会社）とされたことで
ある。これについてドラッカーは，眼前の産業社会の代表的制度をおよそ企業と認定したうえ
で，かかる状況をいいあらわす一般的な用語がないとする。こうした企業とは大規模に統合さ
れた技術単位であるとともに，法的・経済的な制度でもある。そこでバーリ＝ミーンズにな
らって，corporation の語を使うことにした。バーリ＝ミーンズ自身の場合もそうであったよう
に，もとよりこの語で本書の意図する企業がすべてカバーされるわけではない。不十分なこと
を承知で使わざるをえなかった，としている5。かくみるかぎり本書で想定される⽛企業⽜とは，
大規模に統合された産業単位としての⽛会社⽜という側面を軸に，副次的に出資形態や財務と
しての⽛株式会社⽜という側面をも包含したものということになる。⽛大規模産業企業体⽜とで
もいうべきものを想定しつつも，ドラッカーは corporation を一般的な用語として選んだようで
ある。
本書の企業観そのものについては，⽛自由企業システム⽜を上位概念に，⽛人間的営為として
の会社⽜⽛社会制度としての会社⽜に二分して提示されている。⽛自由企業システム⽜を有効に
機能させるべく，GMという特定企業の分析を通じて⽛社会における企業⽜の位置づけ，および
⽛企業による社会⽜としての大企業体制が模索されるのである。⽛人間的営為としての会社⽜で
は，主に⽛分権制⽜が論じられる。会社の本質は人間的営為を有効化する組織として存続する
ことにあるとし，そのための有効な手段としてGMの分権制をあげるのである。分権制は全体
的視点からとらえれば⽛連邦制⽜ともなるが，GMのそれは中央本部と事業部の巧妙な役割分担
と連携により成果をあげていた。分権化によって各事業部で最大の自律性と責任が引き出され
る一方，連邦化によってそれら各事業部の成果が会社のまとまりに結びつけられて，会社全体
としても最大の統一性を引き出していたのである。現場での自治を通じて全社的統一がもたら
され，ひるがえって全社的統一を通じて現場での自治がもたらされるという，好循環ができあ
がっていたのである。かくてドラッカーは，企業内での下位部門における⽛責任ある選択⽜す
なわち自治をすすめるものとして，分権制を提唱するのである。
⽛社会制度としての会社⽜では，巨大企業を代表的社会制度とするアプローチが論じられる。
アメリカを代表する社会制度としての企業は，アメリカ社会の根本的な信念すなわち⽛産業市
民権⽜（industrial citizenship）を実現しなければならない。機会均等の正義と，人間一人ひとり
に地位と役割を与えることを担うのである。さらにここでは，労働者に職場の運営をある程度
任せる⽛工場コミュニティ⽜（plant community）にも，若干言及されている。
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また企業を社会制度ととらえるところから，⽛利潤（利益）⽜に新たな意味づけがほどこされ
ている。本書でドラッカーは⽛利潤⽜（profit），⽛利潤性⽜（profitability），⽛利潤動機⽜（profit
motive）を峻別する。経済拡大で必要なのは⽛利潤⽜であるが，実際に生産を行ううえで基準か
つ決定要因となるのは⽛利潤性⽜である。そして⽛利潤動機⽜ひいては市場は，経済的進歩を望
ましいと信じる社会では，社会統合のための有効なメカニズムである。これら三者は混同され
がちであるが，まずそれぞれの意義を見定めることが出発点となる。かくてドラッカーは，⽛社
会制度としての企業⽜（生産の社会的性格）と⽛企業それじたい⽜（営利の私的性格）のディレン
マを解消する経済政策によって，⽛自由企業システム⽜ひいては産業社会は機能していくと主張
している。
このように，⽛新しい社会⽜＝⽛自由で機能する社会⽜実現に向けたドラッカーの企業観が，本
書ではじめて提示された。大きくは企業を社会制度とする制度的アプローチであり，組織形態
としての分権制を提唱するものであった。まさに⽝産業人の未来⽞（42）での解決の方向性，⽛企
業の社会制度化，自治的なコミュニティ化⽜に応えるものにほかならない。しかも⽛人間的営
為としての会社⽜⽛社会制度としての会社⽜と二分することによって，それぞれで分権制＝自治
化，⽛産業市民権⽜すなわち⽛社会の純粋理論⽜二要件充足＝コミュニティ化に対応する形と
なっており，内容としてより具体的に詰められている。換言すれば，前者は⽛責任ある選択⽜＝
⽛自由⽜を，後者は⽛社会が社会としてあるための要件⽜＝⽛機能⽜を担っている。両者を総じて，
⽛自由で機能する社会⽜の実現がめざされているのである。なお企業を社会制度とするアプ
ローチにおいては，その裏面として⽛利益⽜（利潤）をいかに位置づけるかという問題がある。
本書では独自の⽛利益⽜観がはじめて提示されたが，いまだ萌芽的な段階にとどまっている。
その意味で，本書の制度的アプローチはいまだ本格的なものになっていない。それは次著⽝新
しい社会⽞（49）で果たされるところとなる。
実に本書では⽛企業⽜をあらわす言葉が，前著⽝産業人の未来⽞（42）から格段に多く登場す
るようになっている。本稿で主な対象とする⽛企業⽜をあらわす語で最頻出はやはり corpora-
tion であるが，⽛人間的営為としての会社⽜での分権制に関する部分ではほとんどが company で
ある。全体では business，company もそれなりに登場しているが，firm はなきに等しい。
その他にも，⽛企業⽜をあらわす語が多く登場している。営利企業（business enterprises），自
由企業（a free enterprise），大企業（Big Business，big business），大会社（the large corporation，
a great corporation，the big corporation，a big corporation），大企業会社（the big-business
corporation），独占的企業（amonopolistic business），近代大企業（modern Big Business），近代大
会社（the modern large corporation），大規模に統合された会社⽜the large integrated corporation），
アメリカ大会社（the large American corporation），近代会社（the modern corporation），近代産業
会社（the modern industrial corporation），産業企業（the industrial enterprise），産業会社（in-
dustrial corporation），近代産業企業（the modern industrial enterprise），経済企業（an economic
enterprise），共同企業（the common enterprise），公企業（public enterprise），私的会社（a private
corporation），私企業（private enterprise，private business），小企業（small business），中企業（the
medium-sized, business），⽛中小企業⽜（small or mediumsized business），などがみられる。
これらのうち⽛産業企業（体）⽜（the industrial enterprise）は，次著⽝新しい社会⽞（49）の主
な⽛企業⽜概念となるものである。なお⽛マネジメント⽜の語も，前著⽝産業人の未来⽞（42）
よりは多く登場するようになっている。テクニカル・タームとしてのほか，労使における使用
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者側としての利用が目につく。バーナムへのわずかな言及もあるが，⽝産業人の未来⽞（42）と
内容的には変わらない。

⽝新しい社会⽞（＝⽝新しい社会と新しい経営⽞）（49）：
本書の原題はこれまでめざされてきたテーマそのものにほかならず，本書にかけるドラッ
カーの意気込みがきわめて高いことは明らかである。⽝経済人の終わり⽞（39）以来の⽛新しい
社会⽜への政治学的社会論をまとめあげた渾身の総決算こそ，本書なのである。前著⽝会社の
概念⽞（＝⽝企業とは何か⽞）（46）のアメリカ大企業体制の世界観そのままに，考察を練りあげた
ものであり，企業を社会制度と位置づける制度的アプローチの完成度が高められている。本書
で意図されるのは，アメリカ大量生産システムを産業社会のモデルとし，世界的普及をはかる
ことである。背景にあるのは，冷戦の本格化である。ソ連の影響のもとに新しい社会主義国が
次々と誕生する状況にあって，社会主義・共産主義に対するドラッカーの危機意識は⽝会社の
概念⽞以上に高まっている。くわえてアメリカ国内では多数のストが行われるなど，労働運動
がかつてなく高揚していたこともある。実に本書で中心的に論じられるのは，企業を舞台とす
る労使関係である。
本書の主な⽛企業⽜概念は，industrial enterprise（産業企業（体））という耳慣れないものと
なっている。ドラッカー自身も，これは用語として一般的でもなければ，意図するところを十
分に満たすものでもないとしたうえで，さしあたり最良であるがゆえに用いるとしている。big
business（大企業）や⽝会社の概念⽞（＝⽝企業とは何か⽞）（46）で用いた corporation（（株式）会
社）で限定される意味よりは，industrial enterprise の方がまだ良いというのである6。他所でド
ラッカーは⽛産業⽜（industry）とは本来，製造業に限定されるものではなく，人間労働の組織を
意味すると述べており7，この意味で industrial enterprise にしたようである。また本書は技術決
定論の立場をとり，当時の最新テクノロジーたる大量生産を単なる⽛機械化の原理⽜ではなく，
⽛社会の原理⽜すなわち⽛人間組織の原理⽜と規定している。大量生産の具体的な場としてみて
も，industrial enterprise の方が通じがいいということになろう。
ただし本書で企業をあらわす語としての industrial enterprise は実はそれほど多くなく，最頻
出は enterprise である。そしてこれら両語の概念的な違いも，明確にされていない。industrial
enterprise は本書における理念的な意味を強調するものであり，その奇異性を和らげる一般的
な語として enterprise を補完的に用いているようにみてとることはできる。他方で，むしろ両
語を意図的に使い分けることによって，ドラッカーは本書にいう⽛企業⽜概念を巧みに曖昧に
しているかのようにもみえる。そのほかの一般的な語としては，およそ enterprise，company，
corporation，business の順で登場回数が多いが，firm はなきに等しい。これらのうち，enter-
prise と company を使い分けている箇所も多い。そこに corporation がくわわっている場合もあ
る8。
本書の企業観そのものについては，およそ⽛第⚑部 産業企業⽜内の全⚖章で論じられてい
る。⽝会社の概念⽞（＝⽝企業とは何か⽞）（46）での考察を発展させて，企業を自律的な社会制度
と明確に規定し，はっきりと⽛新しい社会⽜実現の担い手と位置づけるものである。⽛所有と支
配（経営）の分離⽜により，企業はもはや特定個人のものではなく，社会的な制度となった。企
業とは最新テクノロジーたる大量生産システムの推進主体であるとともに，⽛新しい産業秩序⽜
を形成する場でもある。ここにおいて，企業の利益目的論は否定されることになる。社会発展
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を担う制度として企業があげる利益はあくまでも自らの活動の維持のための⽛未来費用⽜（the
future costs）であって，利益ではない，と。この主張は，ひいては企業のあげる利益は単に企業
にとっての私益ではなく，社会に必要不可欠な企業を存続させる意味で公益であるとする⽛利
益⽜観である。前著⽝会社の概念⽞（＝⽝企業とは何か⽞）（46）での⽛利益⽜観を発展させて，私
益追求が至上目的ではないとする営利主義否定論としたものである。そして企業における労使
関係の解決が試みられ，⽛企業による新しい社会⽜の実現が展望されるのである。
社会制度としての企業は，具体的には三制度三機能の存在として提示されている。社会にお
ける企業は⽛決定的制度⽜⽛代表的制度⽜⽛基本的制度⽜の三側面からなり，⽛経済的機能⽜⽛政治
的機能⽜⽛社会的機能⽜の三機能を果たすというのである。つまり企業は社会において⽛決定⽜
的な影響力を有し，また社会を⽛代表⽜するとともに社会を構成する⽛基本⽜的な制度としてあ
る。そして企業は財を生産するという点で⽛経済的機能⽜を果たし，その内部では諸権限によ
り組織された擬似国家である点で⽛政治的機能⽜を果たし，またそこで働く従業員にとって社
会的な場となっているという点で⽛社会的機能⽜を果たしている。これら企業の三機能のうち
⽛経済的機能⽜はいうまでもないが，⽛政治的機能⽜⽛社会的機能⽜は本書でドラッカーがつけく
わえたものである。そしてかかる二機能こそ，⽝産業人の未来⽞（42）での⽛社会の純粋理論⽜二
要件の充足を期したものにほかならなかった。⽛社会的機能⽜とは要件①⽛一人ひとりに社会的
な地位と役割を与えること⽜，⽛政治的機能⽜とは要件②⽛社会上の決定的権力が正当なもので
あること⽜にそれぞれ該当するものだからである。
ただし，⽝産業人の未来⽞（42）でそもそも要件②を未充足とした問題意識は，ここにはみられ
ない。そもそもそれは⽛所有と支配（経営）の分離⽜によって，社会上の決定的権力たる企業権
力は正当ではない，とするものであった。本書のドラッカーは，企業の⽛政治的機能⽜は従業員
の統治が目的ではないため，その権力は正当なものとはいえない。しかし企業が社会の要請に
こたえる制度になったということによって，必ずしも非正当ともいえないとする。そこで打開
策とされるのが，労働組合であった。労働組合が従業員を代表して企業と対峙することによっ
て，かかる正当性の問題を補足しうるとするのである。
また要件①に関する⽛社会的機能⽜については，企業内に自生する⽛工場コミュニティ⽜に活
路を見いだしている。その制度的な整備と自治をすすめて，従業員が⽛経営者的態度⽜（mana-
gerial attitude）をもって責任ある参加を果たし，彼ら一人ひとりに地位と役割を与える場とな
ることを提唱するのである。そして⽛経済的機能⽜では，⽝会社の概念⽞（＝⽝企業とは何か⽞）
（46）での分権制を導入することでやはり自治が展望されている。
かくみるかぎり，本書でまさに⽝産業人の未来⽞（42）での解決の方向性，⽛企業の社会制度化，
自治的なコミュニティ化⽜への結論が示されたといえる。総じて本書にいう⽛新しい社会⽜と
は，自主的な企業と自主的な工場コミュニティを軸に，そこに国家や人間一人ひとりがそれぞ
れ有効にかかわっていく社会ということになるのである。
なお，その他登場した⽛企業⽜をあらわす語としては，以下のものがある。enterprise，firm，
company，corporation，産業会社（the industrial corporation），近代企業（the modern enterprise），
営利企業（business enterprises），大規模営利企業（large-scale business enterprises，the big
business enterprise），大規模産業企業（the large industrial enterprises），近代産業企業（the
modern industrial enterprise），大量生産企業（the mass-production enterprise），大会社（major
company，a large company，big corporations，large corporations，a big company）かなりの大企業
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（the very large enterprises），かなりの大会社（the fairly large company），大企業（the big
enterprise，the large enterprise，Big Business，a big business），近代大企業（the modern large
enterprise），巨大企業（the giant enterprise，a huge enterprise），巨大会社（giant corporations），
持株会社（holding company），子会社（subsidiary companies），⽛国有化企業⽜（the nationalized
enterprise），小企業（the little businesses，the small businesses，the small enterprise）同族企業⽜
（family enterprises），中小企業（the small and medium-sized enterprise），新興企（the young and
growing enterprise），⽛小会社（a small company）自由企業⽜（free enterprise），競合企業
（competitive-enterprise）。
以上のように，⽝会社の概念⽞（＝⽝企業とは何か⽞）（46）よりもはるかに豊富なバリエーショ
ンとなっている。⽛マネジメント⽜はいまだ⽛経営陣⽜といった一般的な意味にとどまるものの，
⽝会社の概念⽞よりもふみ込んで位置づけられており，認識上の進展がみられる。本書はあくま
でも政治学的社会論ながら，企業の具体的事例が多く盛り込まれており，内容的には経営学に
かなり接近したものとなっている。その他，バーリ＝ミーンズやバーナムを意識しているのも，
これまでと変わるところはない。

Ⅰ の 小 括
以上，⽝経済人の終わり⽞（39）から⽝新しい社会⽞（49）までの⽛前期ドラッカー⽜をみてき
た。この期間は，まず現代社会がかかえる根本的な問題の所在を企業に見いだすことにはじま
り，ひるがえってその企業をもって問題解決の担い手とすることを模索した時期であった。こ
こでめざされる⽛新しい社会⽜は企業という一元的組織によるものであり，⽛企業による社会⽜
すなわち企業社会という様相を呈している。いわば企業を⽛新しい社会⽜実現における担い手
のメインと位置づける段階であった。

Ⅱ．⽝マネジメントの実践⽞（54）～⽝有能なエグゼクティブ⽞（66）

⽛政治学者ドラッカー⽜の⽛新しい社会⽜論をもとに，⽝マネジメントの実践⽞（＝⽝現代の経
営⽞）（54）で⽛マネジメント⽜そして⽛経営学者ドラッカー⽜は誕生した。⽛マネジメント⽜概
念の誕生によって，ドラッカーは⽛企業⽜をどのように位置づけていったのかがここではポイ
ントとなる。

⽝マネジメントの実践⽞（＝⽝現代の経営⽞）（54）：
本書はドラッカーにとって初の経営書であり，⽛マネジメント⽜誕生の書として知られる。
GMや GE などアメリカを代表する大企業その他実務界との交流にもとづくものであり，企業
経営の実践が生きた現実として描き出されている。本書は経営管理にたずさわる者の手引き書
というのみならず，一般人に企業経営の社会的重要性を知らしめるためのものでもあった。本
書は単なる経営実践書ではなく，本質的には社会書なのである。前著⽝新しい社会⽞（＝⽝新し
い社会と新しい経営⽞）（49）同様，冷戦における自由世界の牽引役としてアメリカに期待する
姿勢が貫かれており，一人ひとりが日常的な仕事において⽛責任ある選択⽜を実践していくこ
とをもってそれは成し遂げられるとするのである。そしてこれらの意図すべてを集約した新し
い概念として，⽛マネジメント⽜が措定されるのである。
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したがって本書の企業観を整理するうえでまず問題となるのは，⽛マネジメント⽜概念との関
係となる。ドラッカーは冒頭で⽛マネジメント⽜を，社会・文明を牽引するリーダー的な集団・
制度（institution），経済進歩への責任を託された機関（organ）であり，しかも経済の単なる創造
物ではなく創造主と規定する。⽛マネジメント⽜とは総じて社会制度であるとともに，それじた
いが能動的に働きかける行為主体だというのである。ここに認められるのは⽝新しい社会⽞
（49）で⽛企業⽜に適用された⽛制度⽜概念が⽛マネジメント⽜にも適用されているのみならず，
それをも超えた包括的・総合的な概念として⽛マネジメント⽜があるということである。これ
は⽛新しい社会⽜実現のためのキー概念が，これまでの⽛企業⽜から新たに⽛マネジメント⽜へ
移行したということにほかならない。ドラッカーにおいて⽛マネジメント⽜が，⽛企業⽜の上位
概念に位置づけられることとなったのである。
以上を確認したうえで本書の主な⽛企業⽜概念をみると，およそ business enterprise（営利企
業）となっている。最頻出は business ながら，本書で同語は⽛企業⽜というよりは⽛事業⽜や
⽛取引⽜と訳出した方が通じる場合も多い。business の目的を顧客の創造とする顧客創造論は，
その典型であろう。もとより日本語でいう⽛企業⽜が英語とまったく同義ではないことからく
る訳語上の問題にほかならず，そのことが本書の business に顕著にあらわれているにすぎない。
なお，これは⽝新しい社会⽞（49）での営利主義否定論（利益目的否定論）を前提とするもので
あるとともに，そこからの新たな展開ともいえる。
ついで頻出するのは business enterprise，enterprise，company の三語であるが，とりわけ要所
要所で使用されているものこそ business enterprise である。この語じたいはすでに⽝会社の概
念⽞（＝⽝企業とは何か⽞）（46），⽝新しい社会⽞でも登場していたが，それほど目立つものではな
かった。もとより business enterprise は前著⽝新しい社会⽞（49）での industrial enterprise とは
異なり，一般に通用している語である。business enterprise と enterprise の関係は，⽝新しい社
会⽞での industrial enterprise と enterprise を彷彿とさせる。しかし本書での business enterprise
は同書での industrial enterprise よりも頻出しており，enterprise と補完的な関係というわけで
はなさそうである。実に business enterprise と enterprise が混在することがしばしばあり，何ら
かの使い分けをしているようである。しかし両語の違いは同書での industrial enterprise と en-
terprise 以上に曖昧である9。そのほかに business をふくめて，business enterprise，enterprise，
company が二語以上混在することもある。business enterprise，enterprise と company は，やは
り使い分けられている。firm が少ないのはこれまで通りながら，意外にも corporation はほとん
ど登場していない。
本書の企業観そのものについては，前著⽝新しい社会⽞（49）をほぼ踏襲したものとなってい
る。ただし⽛企業⽜が⽛マネジメント⽜の下位概念に位置づけられたことから，もはや同書ほど
の存在感はない。また経営実践書として具体的な成果を志向するがゆえに，企業の機能のなか
でも経済的機能がとくに強調されている。企業とは経済成長の機関であるとしつつ，本書では
次のように定義するのである。

⽛そもそも企業（enterprise）とは，それを構成する資源以上の質や量を生産できなければなら
ない。企業とは，真の意味での全体でなければならない。つまりインプットよりもアウトプッ
トが大きく，その諸部分の総和よりも大きな，あるいは少なくとも異なるものでなければなら
ない。
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したがって企業は，資源の機械的な集合体ではない。19 世紀の経済学者が固く信じていた
（そして彼らの学問的な継承者の多くがいまだに信じている）ように，資源から企業をつくるに
は，資源を論理的にむすびつけて金銭（capital）というスイッチを押せば十分なのではない。必
要なのは，資源を違うものへ変えることである。そしてこれは，金銭のような生命のない資源
にはできない。マネジメントを必要とするのである。⽜10

以上のほか，企業は人間のコミュニティであり11，また⽛経営管理者をマネジメントすること
は，企業をつくって資源を生産的にすること⽜12とも述べている。依然として企業は人であり，
単なる経済制度ではないこともまた，強く織り込まれている。なお，その他登場した⽛企業⽜を
あらわす語としては，以下のものがある。
大企業（big enterprises，the big business，the large business，the large enterprise），巨大企業

（the giant enterprise），かなりの大企業（the very large business），大営利企業（the big business
enterprise），近代企業（the modern enterprise），近代営利企業（the modern business enterprise），
近代大営利企業（modern large business enterprise），かなりの大会社（very large companies），大
会社（the big companies，a large company，sizable companies，the large corporation，larger
companies），かなり大きな複合企業（a very large and complex enterprise），マネジメントできな
いほどの大企業（the unmanageably big business），小企業（a small enterprise，the small business，
the smaller business），小会社（small companies），零細企業（a very small business），典型的な同
族小会社（the typical family-owned small company），独立企業（independent businesses），中企業
（amedium-sized business），中規模会社（amedium-sized company），そこそこの規模の企業（the
fair-sized business），成長企業（the growing business），成長会社（the growing company），アメリ
カ企業（American business），自由企業（free enterprise），民間企業（private enterprise），親会社
（the mother company），完全子会社（wholly owned, company），分権化された会社（the decen-
tralized companies），100％従業員所有の企業あるいは国有企業（all worker-owned or nationalized
enterprises），アメリカの上場会社（Americaʼs publicly owned companies）。
本書は本格的な経営書として，これまでの政治学的社会論の書とは比較にならないほど多く
の⽛企業⽜や⽛会社⽜の語が登場している。上記のように，バリエーションも今まで以上に豊富
である。もとより⽛マネジメント⽜が前面にかかげられることによって，⽛企業⽜は副次的な存
在とみなされることになってしまった。本書において⽛企業による⽛新しい社会⽜⽜は，⽛マネジ
メントによる⽛新しい社会⽜⽜へと枠組みを変更したのである。

⽝アメリカのこれからの 20 年⽞（＝⽝オートメーションと新しい社会⽞）（55）：
本書は，1955 年の⚓月から⚖月までに掲載された論文を集めたものである。小編の論文集な
がら全体の問題意識は継続していたわけであり，まとまった内容となっている。原題が示すよ
うに，アメリカの近未来を展望する社会書として，後の未来社会論につながる視点が萌芽的に
ふくまれている。⽝新しい社会⽞（＝⽝新しい社会と新しい経営⽞）（49）のように企業経営をあつ
かった社会論ではないため，⽛企業⽜そのものへの言及は多くなく，また主な⽛企業⽜概念とい
うほどのものもない。business を最頻出に，以下はそれほど差がなく，company，enterprise，
business enterprise，business enterprise と登場している。管見では，corporation，firm はみられ
なかった。本書の企業観そのものについても，とくに特徴的なものは見いだせなかった。
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なお，その他登場した⽛企業⽜をあらわす語としては，以下のものがある。自動化された企業
（automated business），小企業（small businesses，smaller business），小会社（the small company），
堅実な大会社（the large, well-established company），経済企業（economic enterprise），民間企業
（private business），民間会社（private companies），小規模成長企業（the small and growing
business），伝統的な大会社（the large and old company），大企業（large-scale business），大会社
（the big companies），大規模公営会社（the large, publicly owned companies），アメリカ企業
（American business），アメリカ会社（American companies），近代企業（the modern enterprise），
営利会社（business companies），大営利会社（the big business corporations）。

⽝明日への道標⽞（＝⽝変貌する産業社会⽞）（57）：
本書は⽝新しい社会⽞（＝⽝新しい社会と新しい経営⽞）（49）以来の書き下ろしの社会論である
が，同書とはかなり毛色が違う。従来一般的だった方法論・世界観からの脱皮をドラッカーが
主張したものであり，彼の思想的な転換期にあたる書である。モダンとポスト・モダンの錯綜
する⽛変転の時代⽜を対象とし未来はあつかわないとしながらも，未来展望的な色彩を帯びて
いることは否定できない。やはり⽛企業⽜そのものへの言及は多くなく，主な⽛企業⽜概念とい
うほどのものもない。また⽛企業⽜の語が全体を通じて万遍なく登場するわけではなく，場所
によって多寡にかなりムラがある。相対的には business enterprise がやや多いようにみえるが，
あまり差はなく business，company，enterprise も登場している。ただし firm，corporation は，な
きに等しい。本書の企業観そのものについては，短いながらも次のように述べられている。

⽛経済発展の現代において，営利企業（business enterprise）があらわす価値は何か。本来企業
は財・サービスを生産する経済的な機関であるが，社会目的に資することを示さなければなら
ない。すなわち，より良く公正な社会を建設し，さらなる機会均等を提供して個人に満足と責
任をあたえるという社会目的に資することを示さなければならない。企業が物を使うのは，や
さしさと人間味を兼ね備えた社会を築くための手段でなければならない。⽜13

やはり，これまでの社会制度的企業観にあることが確認できる。なお，その他登場した⽛企
業⽜をあらわす語としては，以下のものがある。大会社（large companies，a big company），大小
の企業（small and large business），大企業（large business），大会社（large company），大企業（big
business），大営利企業（the large business enterprise，big-business enterprise），自由企業（free
enterprise），小企業（small business），国際企業（the international businesses），アメリカ企業
（American firms），アメリカ会社（American companies），民間企業（private enterprise，private
business），同族会社（a family-owned company），組織化された大規模企業（organized large-scale
enterprise）。

⽝成果をめざす経営⽞（＝⽝創造する経営者⽞）（64）：
本書は，⽝マネジメントの実践⽞（＝⽝現代の経営⽞）（54）につづく経営実践書である。同書の
論点を発展させつつも，焦点は成果をあげることにある。今日でいう経営戦略論を意図して著
わされたものであり，成果達成に向けてテクニカルなアプローチが貫かれている。独自の⽛マ
ネジメント⽜概念は登場せず，企業活動の現実的なすすめ方のみが論じられている。その意味
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で⽝マネジメントの実践⽞以上に，専門的な経営学の書でもある。本書の主な⽛企業⽜概念は
business である。数のうえでも圧倒的に business が多く，ついで company がくる。以下かなり
少なくなって，enterprise がみられる。corporation，firm はやはりなきに等しい。business en-
terprise は⽝マネジメントの実践⽞で主な⽛企業⽜概念だったが，ほとんど登場していない。本
書は企業の制度的側面よりも活動的側面をメインとするため，business を多用しているように
みえる。また，firm がこれまでの書よりは若干多くみられる。
本書の企業観そのものについては，次のような定義がみられる。⽛企業（business）とは，自ら
に固有の知識という資源を市場での経済価値に変換するプロセスである。⽜14やはり経済価値の
創出を担う活動的側面を重視していることがわかる。
なお，その他登場した⽛企業⽜をあらわす語としては，以下のものがある。大企業（large
business），アメリカの大会社（large United States corporations），大会社（large company），かな
りの大会社（a pretty large company，the very large company），高度に複合的な大会社（the big and
highly complex company），大規模複合会社（a large and complex company），比較的大規模な企業
体（the larger business complex），高度に多角化した大手会社（a major, highly diversified
company），有名な大企業（well-known large businesses）大企業（big concerns，the big business），
かなりの大企業（a very big business），大会社（big-company），中企業（amedium-sized business），
中規模会社（amedium-sized company），中小企業（the smaller or medium-sized firm，he smaller or
medium-sized business），小企業（small business，smaller businesses），小会社（a small company），
零細会社（quite small companies），小規模で単純明快な企業（the small and apparently simple
business），かなりの小企業（fairly small businesses），かなり小会社（fairly small company），親会
社（the parent company），同族会社（family-owned companies），近代企業（modern business），ア
メリカ会社（American companies），民間企業（the private businesses），凡庸な会社（amediocre
business），真に国際的な会社（a truly international company）。

⽝有能なエグゼクティブ⽞（＝⽝経営者の条件⽞）（66）：
本書も⽝マネジメントの実践⽞（＝⽝現代の経営⽞）（54）の論点を発展させた経営実践書であり，
前著⽝成果をめざす経営⽞（＝⽝創造する経営者⽞）（64）と同様の論調である。やはり独自の⽛マ
ネジメント⽜概念は登場せず，テクニカルなアプローチが貫かれている。焦点は，実践者たる
人間個人にある。キー・ワード⽛エグゼクティブ⽜で意図されるのは，単なる経営者や管理職に
とどまらない。向上心ある人間一人ひとり，すなわち⽛知識労働者⽜である。後の本格的な知
識労働者論のはじまりといえる内容であり，⽛企業⽜よりもその内部にあって自ら主体的に行動
する人間個人をとりあげているのである。したがって⽛企業⽜は外在的にあつかわれるにすぎ
ず，語としてもさほど登場していない。ウエイトのおかれていない⽛企業⽜概念であるが，主な
ものとしてあえてあげるとすれば business である。数のうえでも business であり，ついで
company がくる。以下かなり少なくなって，enterprise，business enterprise，firm がみられる。
corporation はなきに等しい。この点でも前著⽝成果をめざす経営⽞と近親的ではあるが，firm
がこれまでの書に比して多くなっていることが目を引く。
本書の企業観そのものについては，とくに記述はない。しかし特徴的なのは企業以外の組織
への言及がしばしばみられ，企業を組織のワン・オブ・ゼンとする視点が強くなっていること
である。国際的な企業・会社といった語も，これまでに比して多くなっている感がある。これ
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らはいずれも，次著⽝断絶の時代⽞（68）につらなるものである。
なお，その他登場した⽛企業⽜をあらわす言葉としては，以下のものがある。大企業（large
businesses，big business），営利会社（business corporation），大営利会社（a large business
corporation），大会社（large corporations），大規模商業企業（a large-scale commercial business），
やや大きな企業（a somewhat larger business），多国籍会社（the multinational company），今日の
多国籍大企業（todayʼs large multinational business），国際的な会社（an international company），ア
メリカ会社（a U.S. company），民間会社（a private company），自由企業（a free enterprise），制
約のない民間企業（unfettered private business），親会社（the parent company），子会社（the
affiliated company），持株会社（holding companies），営利会社（business firm）。

Ⅱ の 小 括
以上，⽝マネジメントの実践⽞（＝⽝現代の経営⽞）（54）から⽝有能なエグゼクティブ⽞（＝⽝経
営者の条件⽞）（66）までの⽛経営学者ドラッカー⽜誕生の時期，すなわち⽛転換期ドラッカー⽜
をみてきた。この期間は，やはり企業社会，すなわち企業という一元的組織による⽛新しい社
会⽜がめざされているが，⽛マネジメント⽜概念の誕生によって⽛企業⽜概念の位置づけに変化
が生じている。⽛マネジメント⽜が最上位概念とされ，⽛企業⽜はその下位概念とされたのであ
る。⽛企業による⽛新しい社会⽜⽜は正確には⽛マネジメントによる⽛新しい社会⽜⽜となったの
であり，企業は⽛新しい社会⽜実現における担い手のセカンド・メインとなった段階であった15。

Ⅲ．⽝断絶の時代⽞（68）～⽝ネクスト・ソサエティにおける経営⽞（2002）

⽝断絶の時代⽞（68）において，ドラッカーはこれまで展開してきた自らの世界観・社会観さら
には方法論までをも刷新することになる。総じて知識社会論とされる構想，いわゆる⽛後期ド
ラッカー⽜の世界である。この期間は以後のドラッカー終生にわたっていて長いため，ここで
は便宜的に⚑．初期，⚒．中期，⚓．末期に区分し整理していく。

⚑．後期ドラッカー初期：⽝断絶の時代⽞（68）～⽝見えざる革命⽞（76）
⽝断絶の時代⽞（68）：
既述のように，本書は後期ドラッカーの起点とされる書である。⽝明日への道標⽞（＝⽝変貌す
る産業社会⽞）（57）での問題意識を体系化し，新たに知識社会論として提示したのである。先
行きの見通せない時代をむかえ，同書での未来展望的な傾向を推し進めて確立した文明の書で
あり，以後終生のドラッカーの基調をなしている。⽝新しい社会⽞（＝⽝新しい社会と新しい経
営⽞）（49）までの産業社会論で⽛企業⽜は社会の中軸とされていたが，本書の知識社会論で⽛企
業⽜はいまだ先導的ではあるものの，あくまでも社会を構成する組織のひとつにすぎないとさ
れるようになる。実にドラッカーは新しい制度のうち⽛企業⽜だけをとりあげて，これこそ新
しい制度だといい切るのはまったく不適切だとして，次のようにいうのである。

⽛20 年あまり前のことながら，私自身がそのようなことをした罪を述べなければならない。
⽝会社の概念⽞（New York: John Day, 1946）で私は，大企業（big business）を現代の⽛決定的⽜制
度をよんだ。しかし，それ以外の制度は当時ほとんど認識できなかったし，現代社会の構造も
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まだ明確ではなかった。とはいえ，新刊⽝新しい産業国家⽞（Boston: Houghton Mifflin, 1967）で
ジョン・ケネス・ガルブレイスが，企業（business）以外に制度がないかのようにとらえる過度
の単純化は，今日許されるものではない。⽜16

こうして本書では多元的組織社会を前提とし，⽛企業⽜よりもむしろ⽛非企業⽜（nonbusi-
nesses）に大きく注目していくようになる。これは後の非営利組織論へと展開されるのである
が，大学，病院，政府機関などをあげるものの，サービス機関（service institution），非営利サー
ビス機関（nonbusiness service institution）といった語はまだ用いられていない。いずれにせよ，
本書では組織としても⽛企業⽜そのものに従来ほどウエイトがおかれなくなったが，⽛企業⽜だ
けがなしうる機能的特性の評価に変わるところはない。しかし，その意味するところは逆説的
である。かかる機能的特性は代替不能であるがゆえに，むしろ⽛企業⽜の意義はさらに高まる
と位置づけられるのである。また本書ではじめて大きくとりあげられた⽛多国籍企業⽜（multi-
national company，multinational corporation，multinational business，multinational）は，ドラッカー
の⽛企業⽜概念に新たにくわえられた機能的特性である。本書では経済的枠組みも一新され，
これまでの各国経済の関係からなる⽛国際経済⽜（international economy）から，新たに各国経済
の関係をひとつとする⽛世界経済⽜（world economy）＝グローバル経済17が提唱されている。こ
のグローバル経済の担い手として，ドラッカーは⽛多国籍企業⽜を論じるのである。
彼は，次のようにいう。⽛世界経済⽜とは，テレビら新しいメディアによって生み出された新
しい認識である。単一経済圏となりつつある世界で必要となるもののひとつに，⽛世界経済⽜全
体の繁栄をはかる超国家的な（super national）制度（institution）がある。それこそが多国籍企業
である。そもそも世界の経済的単一化と多国籍企業の発展は，表裏一体である。第二次世界大
戦後，自由世界をひとつの経済圏とし，経済資源が最大の成果と利益を生み出す場をもとめて
きた企業活動の原因にして結果が，多国籍企業なのである。世界が多国籍企業を必要とするの
はそれが超国家的な制度として，①⽛世界経済⽜全体の視点からマネジメントを行い，②その子
会社が開発途上国で現地指導者を輩出するなど人材開発を担い，③国境を越えた経済圏を形成
する一方で，そこにおける各国の主権と各地の文化を尊重する，からである。ただし，いまだ
多国籍企業は不完全である。もっとも深刻なのは多国籍企業≒アメリカ企業であることであり，
今後はアメリカ以外を本拠とする多国籍企業を発展させていく必要がある，と。
ドラッカーにおいてかつての産業社会論では，アメリカ型産業社会の一様な世界的波及によ
る発展が企図されていた。しかし本書では世界各国・各地域の自主性を尊重し，それら多様な
発展を世界全体の発展につなげていくことが企図されている。そしてその担い手として注目さ
れるのが，多国籍企業なのである。超国家的な制度として多国籍企業をとりあげるドラッカー
の意欲は高い。⽝新しい社会⽞（＝⽝新しい社会と新しい経営⽞）（49）で⽛新しい社会⽜の担い手
として，企業を論じていたのを彷彿とさせるほどのものがある。一方，本書では⽛マネジメン
ト⽜にも言及しているが，⽝マネジメントの実践⽞（＝⽝現代の経営⽞）（54）でのように⽛社会・
文明を牽引するリーダー的な集団・制度⽜といった特別な意味をもったものとはなっていない。
⽛企業⽜と⽛マネジメント⽜は制度・仕組みとそこにおける行為・実践として，概念的に並行し
ている感がある。
本書では，主な⽛企業⽜概念といえるほどのものはない。企業観そのものについても，とくに
記述はない。⽛多国籍企業⽜を別として，本書の主な⽛企業⽜一般をあらわす概念および最頻出
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語は，business である。ついで company，そして以下かなり少なくなって corporation，business
enterprises，enterprise，firm がほぼ同程度で登場する。また本書は社会論であるがゆえに，⽛企
業⽜に関する語の登場はやはり場所によって多寡がはっきりしている。
なお，その他登場した⽛企業⽜をあらわす語としては，以下のものがある。大企業（big
businesses），巨大企業（a giant business），大会社（big companies，large companies），小会社（a
small company），主要会社（a major company，a major corporation），既存大会社（the big and
established company，the large existing companies），小企業（small business），既存の古い大企業
（the existing big and old business），成長している小企業（the small and growing business），古い大
会社（the old, big companies），外国会社（foreign companies），国際会社（the international
company），国際企業（international business），親会社（the parent company），日本企業（a
Japanese company），アメリカ多国籍企業（the American multinational companies），アメリカ企業
（American business，a United States business），ヨーロッパ企業 European businesses），フランス
企業（French business, French companies），先導的なオランダ企業（a leading Dutch company），
ユーゴスラビア企業（Yugoslav business），アメリカ以外の多くの優良な多国籍企業（a good
many non-American multinational corporations），スウェーデン多国籍企業（the Swedish multina-
tional companies），はるかに小さなアメリカ企業（much smaller American business），アメリカ会
社（American companies），アメリカに本拠をおく会社（an American-based company）アメリカに
本拠をおく多国籍企業（the American-based, multinational corporation），アメリカ以外に本拠をお
く新興多国籍企業（new additional multinational corporations with anon-American base），産業会社
（industrial companies），民間企業（a private business，private enterprise），民間会社（private
companies），政府企業（government enterprises），いわゆる成長会社（the so-called growth com-
pany），全国企業（national business），後継会社（successor companies），派生会社（daughter
companies），営利会社（the business corporation），大規模営利会社（the large business corpora-
tion），自由企業（free enterprise）。

⽝マネジメント：課題・責任・実践⽞（73）：
本書は⽝マネジメントの実践⽞（＝⽝現代の経営⽞）（54）以来の⽛マネジメント⽜の考察を総括
的におさめたものであり，ドラッカーにおける⽛マネジメント⽜の理論的完成の書といえる内
容をほこっている。同書での⽛マネジメント⽜を自由世界の牽引役とするアプローチはそのま
まながら，前著⽝断絶の時代⽞（68）でリニューアルされた社会論にもとづくがゆえに，もはや
アメリカのみに期待を寄せるものではない。⽛企業⽜の位置づけも前著そのままに，知識社会論
に立って⽛企業⽜は多元的組織社会を構成する組織のひとつ，しかし先導的な役割を果たすと
いう点でやはり重要な組織としている。グローバル経済論から⽛多国籍企業⽜に大きく注目す
るのも同じである。ことさら⽛マネジメント⽜を強調せず，⽛企業⽜とむしろ概念的に並行させ
ている点も変わらない。かくみるかぎり，本書は⽝断絶の時代⽞を経営実践書として書き直し
たものとみることもできるだろう。
本書も主な⽛企業⽜概念といえるほどのものはないが，最頻出は business，ついで company で
ある。以下，およそ business enterprise，enterprise，corporation，firm といった順で，business
enterprise が enterprise よりも多いなど，これまでと同様の傾向がみられる。企業観そのものに
ついては，⽛企業⽜を定義することがしばしば行われているものの，これまでの社会制度論とと
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りたてて変わるところはない。ただし，かなりくわしく述べられてはいる。他方，多元的組織
社会で⽛企業⽜と対をなす非企業＝⽛非営利組織⽜の増大しゆく重要性が強調され，それなりの
頁が割かれている。前著⽝断絶の時代⽞（68）では⽛政府と企業⽜という大枠で論じられていた
が，さらに立ち入って考察がすすめられているのである。実にかかる⽛非営利組織⽜に該当す
るものとして，サービス機関（service institution），非営利サービス機関（nonbusiness service
institution），公的サービス機関（public-service institutions (agency)），公有機関（public-owned
institutions）など複数の語があてられている。かくて⽛企業⽜と⽛非営利組織⽜が相互補完的に
それぞれ特有の機能を生かしていくことによって織りなされる多元的組織社会の発展が展望さ
れている。
⽛多国籍企業⽜についても，基本的な主張は⽝断絶の時代⽞（68）と変わるところはない。国家
間の枠組みを越えた超国家的な制度，すなわちグローバル経済を推進する主体として多国籍企
業を位置づけ，期待するというものである。とはいえ，考察はさらに立ち入ってすすめられて
いる。本書でのドラッカーによれば，そもそも多国籍企業にいう⽛多国籍⽜の語では，誤解が生
じてしまう。多国籍企業が本来意味するのは多くの国で事業を行うことにあるのではなく，共
通のグローバル市場で国家を超えて事業を行う⽛超国籍⽜（transnational）たることにあるからで
ある。多国籍企業はその内部のみならず外部においても多様性に対処しなければならないとい
う点で，ほかの企業とは異なる。多国籍企業じたいは古くから存在していたが，グローバル経
済という新しい現実を反映し，爆発的に増加しているのが現代の多国籍企業である。しかも国
家にかわる存在となっている点で，現代の多国籍企業はかつてのものとは異なる。その先鞭を
つけたのはアメリカだったが，いまや主導権を握っているのは非アメリカである。今後，多国
籍企業は⽛超国籍⽜的な課題を果たしていく必要があるが，いまだ旧態としており過渡的な状
況にある。多国籍企業のマネジメント組織を，⽛超国籍⽜的なものにしていかなければならない。
ひとつの組織構造のもとに，多極化した経営管理と共通の企業戦略を調和させていく必要があ
る。かくて⽛多国籍企業⽜（multinational corporation）から⽛超国籍企業⽜（transnational corpo-
ration）への転換が大きくうたわれるのである。
なお，その他登場した⽛企業⽜をあらわす語としては，以下のものがある。もとより序文⚘頁，
本文 811 頁からなるドラッカー最大の書にしてマネジメント書の決定版であるがゆえに，かつ
てない多くの語が登場している。大小の企業（large and small businesses），大企業（large busi-
nesses，the large enterprise，a big enterprise，the big business enterprise），大会社（a big company，
large company，the large corporation，big corporations），かなりの大企業（very sizable businesses，
a fairly big business，very large businesses，a very big business，a very big enterprise），かなり大き
な会社（very large company，very big company），巨大企業（a giant business），大規模複合企業（a
large and complex enterprise，a large and complex business enterprise），巨大会社（the giant
corporations），専門的に経営された大企業（the large and professionally managed companies），中
小企業（small and medium-sized businesses），中企業（medium-sized enterprises，medium-sized
business），かなりの規模の会社（fair-sized company），小企業（the small enterprise，small busi-
nesses），かなり小さな企業（fairly small businesses），小会社（a small company），かなり小さな
会社（a very small company），所有者経営の小企業（the small owner-managed firm），多国籍企業
（multinational corporation，multinational businesses，multinational enterprise，multinational com-
pany，multinational），大規模多国籍会社（large multinational company），大規模多国籍企業（the
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large multinational corporation），かなり大きな国際企業（a respectably large international busi-
ness），大規模多国籍世界企業（large multinational world companies），小規模多国籍企業（small
multinational businesses），全国会社 national companies），大規国際会社（the big international
companies），全国業（national businesses），大規模全国企業（a large and national company），主要
企業（major business，major enterprise），多角化会社（the diversified company），多角化企業（a
diversified business），既存企業（already existing businesses），分権化された会社（a decentralized
company），アメリカ企業（American business，U.S. businesses），アメリカ大企業（American big
business），非アメリカ企業（non-American businesses），アメリカ会社（the American corpora-
tions，an American company，U.S. companies），アメリカ大会社（large American company，an
American large company），アメリカに本拠をおく企業（American-based businesses），汎ヨーロッ
パ会社（the Pan-European company），ヨーロッパ会社（a European company），ヨーロッパ企業
（European businesses），ヨーロッパ超国籍会社（European transnational company），スウェーデン
会社（Swedish companies），スウェーデン大会社（large Swedish companies），フランス企業
（French businesses），フランス大会社（the large French company），アングロ・オランダ会社（the
Anglo-Dutch companies），イタリア企業（Italian businesses），ドイツ企業（German businesses），
ドイツ会社（the German company），ドイツの大会社（the large German company），日本企業
（Japanese businesses），日本会社（the Japanese company），日本大会社（the Japanese large
company，the large Japanese company），大規模な現代日本企業（the large, modern Japanese
business），成長会社 a growth company，公社（public corporations），民間企業（private enterprise，
private businesses），民間会社（private company），私有私営の大会社（large privately owned and
privately managed companies），親会社（the parent company），子会社（a subsidiary company），同
族会社（family company，the family-owned business），系列会社（affiliated companies 自由企業
（free enterprise），近代企業（modern businesses，modern enterprise，the modern business
enterprise，the modern corporation），独立会社（an independent company），イノベーション企業
（innovating businesses），イノベーション会社（a innovating company），イノベーティブな会社
（innovative companies），主要な成長会社（a major growth company）

⽝見えざる革命⽞（76）：
本書は，年金基金の台頭と少子高齢化の到来という⽛見えざる革命⽜を指摘した書として知
られる。もとより⽝断絶の時代⽞（68）で提示された後期ドラッカーの世界観にあるが，これら
二重の⽛見えざる革命⽜をもって同書を補足する内容となっている。本書によって，後期ド
ラッカーすなわち多元的知識社会の論点は出そろったといってよい。1974 年にエリサ法
（Employee Retirement Income Security Act；従業員退職所得保障法）が制定されたことが出版の
契機のようであり，焦点はあくまでも年金基金および人口動態の意義を説き明かすことにある。
したがって⽛企業⽜のとりあげ方は副次的で，corporate pension funds（企業年金基金）など年金
に付随した形で言及されるにすぎない。たしかに年金基金の登場によって財産の意味も変わり，
バーリ＝ミーンズ以来の⽛所有と支配（経営）の分離⽜問題は決着がついたという企業観が示さ
れてはいる。しかし主な⽛企業⽜概念といえるほどのものもやはりなく，そもそも用語じたい
さほど登場しないのである。数少ないなかでは，business と company がやや目立つ程度である。
管見では，その他 business enterprise，enterprise，corporation がわずかにみられるが，firm はみ
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られなかった。多国籍企業（multinational）や国際企業（international corporations）の語，また非
営利組織に関する公的サービス機関（public- service institutions）も，ごくわずかに登場している。
なお，その他登場した⽛企業⽜をあらわす言葉としては，以下のものがある。大企業（big
business，large enterprise，larger businesses），大会社（large companies，big companies），小企業
（small businesses），小会社（the small companies），かなりの規模の会社（fair-sized company），営
利会社（the business corporation），アメリカ企業（American businesses，U.S. business），アメリ
カ会社（American companies），アメリカの大会社（Americaʼs large corporations），既存会社
（existing companies），デンマークやスウェーデンの会社（Danish or Swedish company），小さくは
あるが成長している企業（the small but growing business），すでに確立された大ないし中規模の
企業（the established big or fair-sized business），自由企業（free-enterprise），近代企業（modern
business），民間企業（private enterprise）。

Ⅲ-1．後期ドラッカー初期の小括
以上，⽝断絶の時代⽞（68）から⽝見えざる革命⽞（76）までをみてきた。この期間は後期ドラッ
カーの世界観が示された時期であり，主要論点が明らかとなった。企業のみならず非企業によ
る多元的組織社会はポスト企業社会といえるものであり，多様な諸組織のなかで企業は⽛新し
い社会⽜の担い手として相対的に先導的な役割をはたすとされる。もとより⽛マネジメント⽜
との関係においては，セカンド・メインであることに変わりはない。いわば企業は，⽛新しい社
会⽜の担い手として相対的セカンド・メインとなった段階であった。

⚒．後期ドラッカー中期：⽝乱気流時代の経営⽞（80）～⽝非営利組織の経営⽞（90）
⽝乱気流時代の経営⽞（80）：
本書は⽝断絶の時代⽞（68）を枠組みとする社会論であるが，同書が壮大な文明論であるのに
対して，時事的な社会評論といった色合いを強くしている。ビジネス・パーソン向けの書が強
く意識されており，変化しゆく諸相と取り組むべき経営課題が具体的に提示されているのであ
る。⽛乱気流時代⽜（turbulent times）をキー・ワードに，少子高齢化の到来による至上命題とし
ての生産性向上，年金基金の台頭による従業員社会の到来，グローバル経済の様相などで考察
の進化がみられる。企業に関する論点としては，知識労働者の台頭による企業組織の変容と，
多国籍企業の展開がある。
とりわけ生産性向上のために国家を超えた⽛プロダクション・シェアリング⽜（production
sharing）なる国際分業体制が提唱され，その担い手たる多国籍企業の変容が説かれる。本書で
のドラッカーによれば，これまで多国籍企業といえば，外国に子会社や支店をもつ先進国の国
内企業のことであったが，プロダクション・シェアリングにおいては異なったものとなる。従
来のような製造企業ではなく，マーケティング企業そして技術と設計をまとめあげるマネジメ
ント企業となる。それは各国の発展段階に応じて最適な経営資源を調達し製品化する企業であ
り，グローバルに生産と流通を組織する主体になるという。かくて多国籍企業は⽛多国籍連合⽜
（multinational confederation），⽛超国籍企業⽜（transnational）となることが明言されるのである。
⽝マネジメント⽞（73）から考察の進展が認められるが，世界における国家になりかわる主体を
企業とそのマネジメントとする主張内容をさらに詰めたものとなっている。
本書もこれまでの流れと同様，主な⽛企業⽜概念といえるほどのものはない。語としては
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business，company を中心に，enterprise，firm，business enterprise が散見される。非企業＝非営
利組織に関する語も多くみられ，非企業・非営利（non-business），非営利機関（non-for-profit
institution，non-profit institution），公的サービス機関（public service institution），非営利公的サー
ビス機関（non-profit public service institution，non-business public service institutions），サード・
セクター（Third Sector）などがある。
なお，その他登場した⽛企業⽜をあらわす語としては，以下のものがある。先導的な会社（the
leading company），巨大会社（a giant company），かなりの大企業（the very large corporation），既
存会社（existing companies），既存大会社（existing large companies），大企業（big business，large
businesses，large enterprise，large corporation），大会社（the large company，big company），中小
企業（a small or medium-sized company），中規模企業（medium-sized businesses），純粋に地域的
な小企業（small and purely local businesses），小企業（small business），小会社（small companies），
きわめて小さな会社（a tiny company），アメリカ企業（American businesses，American corpora-
tions），アメリカ大企業（large American businesses，American big business），日本企業（Japanese
enterprise），日本大企業（the large Japanese business），日本会社（a Japanese company），日本大
会社（a large Japanese company），イタリア会社（Italian company），イタリア大企業（large Italian
business），主要市場会社（amajor marketing company），親会社（the parent company），自由企業
（free-enterprise），上場会社（the publicly owned companies），近代企業（modern enterprise），地
方の小企業（a small local business），同族企業（family business），超国籍企業（transnational
business，transnational），多国籍企業（multinational corporation，multinational companies，mul-
tinational），アメリカ多国籍企業（American multinationals），国際会社（international company），
大多国籍企業（the large multinationals），全国企業（a national company），外国会社（a foreign
company），国内企業（domestic business，domestic company），もっとも国際化の進んだ企業（the
most internationally -minded business）。

⽝変貌する経営者の世界⽞（82）：
本書は，Wall Street Journal に 1975～1981 年にわたって掲載された経営者向けのエッセイの
選りすぐりである。最後の論考以外はすべて短く，たいへん読みやすい。執筆時期が⽝見えざ
る革命⽞（76）から⽝乱気流時代の経営⽞（80）にいたる時期と重なっており，両著の問題意識に
あるテーマが個別具体的に述べられている。知識労働者，従業員社会，非営利領域，グローバ
ル経済，多国籍企業，プロダクション・シェアリングなどである。
⽛企業⽜概念についてもこれまでと同じ流れにあり，主な⽛企業⽜概念といえるほどのものは
ない。語としては business，company が中心で，corporation，business enterprise，firm が散見さ
れる。管見では，enterprise はみられなかった。多国籍企業に関する語としては，国際企業
（international business），多国籍企業（the multinationals，multinational corporation），多国籍会社
（multinational companies），ドイツの大規模多国籍企業 the large German multinationals）などがあ
る。
非企業＝非営利組織に関する語としては，非営利（non-business），非営利機関（non-business
institution，non-profit institution），非営利組織（non-profit organization），公的サービス機関
（public service institution），サード・セクター（Third Sector），サード・セクター機関（Third
Sector institution），サード・セクター組織（Third Sector organization）などがある。
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なお，その他登場した⽛企業⽜をあらわす語としては，以下のものがある。大企業（big
business，large business，big enterprises），大会社（big companies，large company），かなりの大
会社（very large companies），かなりの大企業（substantial firms），巨大会社（giant companies），
専門的に経営された大会社（large, professionally managed companies），大規模政府企業（large
government enterprises），上場会社（publicly held companies），最大の複合会社（the biggest and
most complex companies），中企業（medium-sized businesses），中小企業（a small or medium-sized
business，the small- and middle-sized business），小企業（small businesses），小会社（small
company），先導的な会社（the leading company），成長企業（the growing business），小規模成長
企業（small and growing business，small, growing business），小さな企業家的企業（small
entrepreneurial businesses），日本企業（Japanese business），日本会社（Japanese company），日本
大企業（Japanʼs large companies），アメリカ企業（American business），アメリカ大企業
（American large business），アメリカ会社（U.S. companies，the American company），イギリス会
社（British companies），インドの巨大国有企業（the huge state-owned Indian enterprises），欧米会
社（Western companies），親会社（the parent company）。

⽝イノベーションと企業家精神⽞（85）：
本書は，イノベーションの体系的な実践に焦点を合わせた経営実践書である。すでに⽝マネ
ジメント⽞（73）でドラッカーの⽛マネジメント⽜は理論的に完成しているが，そこからさらに
⽛顧客の創造⽜のためのイノベーション論を発展させたものである。したがって企業家（entre-
preneur）の語が多く，ベンチャー（venture）もそれなりにみられる。企業家的企業（entre-
preneurial business），企業家的会社（entrepreneurial companies）といった語もあるが，⽛企業⽜
そのものにはあまり意が注がれていない感がある。もとよりこのことは企業を看過しているわ
けではなく，企業の存在が前提としてあるということである。イノベーションを実現するのは，
企業に特有の機能という認識に裏打ちされているからである。やはり主な⽛企業⽜概念といえ
るほどのものはなく，最頻出は business と company が同程度にみられる。以下，enterprise，
firm，corporation が散見される。firm が比較的多く，business enterprise はなきに等しいのが，
これまでに比した特徴である。
多国籍企業に関する語としては，そもそも多国籍企業に関する記述が少ないなかにあって，
多国籍企業（multinational），日本の多国籍企業（Japanese multinationals），真の世界的な会社（a
truly global company）などがあった。非企業＝非営利組織に関する語としては，公的サービス
（public service），公的サービス機関（public service institution），公的サービス・セクター（public-
service sector），非営利（non-businesses，nonbusinesses），非営利公的サービス組織（a nonbus-
iness public-service organization），公的セクター機関（public-sector institution）があった。
なお，その他登場した⽛企業⽜をあらわす語としては，以下のものがある。営利会社（busi-
ness corporation），主要企業（major enterprises），大企業（big business，big firms，large business，
large corporation，big corporation），かなりの大企業（a very big corporation），巨大企業（giants，
giant enterprise），大会社（large companies，big companies），かなりの大会社（very large
companies，a very big company），名門大企業（deeply entrenched giants），近代大企業（a large
modern business），そこそこの規模の会社（a fair-sized company），中規模企業（the medium-sized
business，a medium-sized enterprise），中規模会社（a medium-sized company），中小企業（small
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and middle-sized businesses），中規模成長会社（mid-sized growth companies，middle-sized growth
companies，medium-sized growth companies），小企業（small businesses，small enterprises，small
firm），小会社（small company），かなり新興の小企業（the very young or very small business），高
度に専門化した新しい小企業（the small and highly focused new enterprise），小規模成長企業（the
small and growing business），古い大企業（large and often old enterprises），既成の大企業（large
and established business），古い大会社（the big old companies），既成の安定した大会社（large and
established company），非企業家的会社（a non-entrepreneurial company），既存の企業家的企業
（existing entrepreneurial businesses），既存の小企業（small existing enterprises），既存の大中企業
（existing large and fair-sized businesses），収益企業（profit-making enterprises），アメリカの株式
公開企業（publicly owned American companies），株式公開企業（publicly owned companies），非公
開企業（privately held companies），既存企業（the existing business，existing enterprises），既存大
企業（the existing large enterprise，existing and sizable enterprises，existing big businesses），独立
企業（an independent enterprise），親会社（parent company），買収会社（acquiring company），被
買収会社（acquired company），イタリア会社（an Italian company），アメリカ会社（the American
company），アメリカ大会社（large American companies），成功している企業（successful busi-
nesses）。

⽝マネジメント・フロンティア⽞（86）：
本書は 1981～1986 年執筆の短い論考をまとめた論文集で，ドラッカーへのインタビューも
ふくまれている。ドラッカーによれば，これら論考はみな，今日の意思決定が明日を形成する
マネジメントのフロンティアをあつかう点で一貫しているという。前著⽝イノベーションと企
業家精神⽞（85）と執筆時期が相前後して重なっており，企業家（entrepreneur），ベンチャー
（venture），企業家的企業（entrepreneurial business），企業家的会社（entrepreneurial companies）
の語も，それなりに多い。またアメリカではM＆ Aが盛んになっていた頃であり，敵対的買収
の問題点など，コーポレート・ガバナンスにつながる論考もみられる。やはり主な⽛企業⽜概念
といえるほどのものはなく，最頻出もやはり business と company が同程度にみられる。以下，
およそ enterprise，firm，business enterprise，corporation の頻出順で，それなりに登場している。
多国籍企業に関する語としては，多国籍企業（multinational，the multinational concern），多国
籍大企業（big multinationals），日本の多国籍企業（the Japanese multinational），欧米の多国籍企
業（the Western-based multinational），多国籍会社（a multinational company），国際的な会社
（international companies）などがある。⽛第⚔章 変わりゆく多国籍企業⽜という独立した論考
もあり，多国籍企業に対する意識は高い。非企業＝非営利組織に関する語としては，公的セク
ター（the public sector），非企業（nonbusiness），非営利セクター（the nonprofit sector），急成長
している非営利第三セクター機関（institutions of the rapidly growing nonprofit third sector）があ
るものの，あまり多く登場しているとはいえない。
なお，その他登場した⽛企業⽜をあらわす語としては，以下のものがある。これまでの著書に
比して，かなり多くのものがみられる。自由企業（free enterprise），近代営利企業（the modern
business enterprise），大営利企業（big business enterprise），大企業（the large business corpora-
tion，big business，large business，major business，large enterprise，the large business enterprise，
（large corporation，big corporation），近代大企業（the modern big corporation），全国的な大企業
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（big, national business），大会社（big company，big corporations，big-company，large companies），
かなりの大会社（very big companies），確立された会社（the established company），確立された大
会社（the big established company），巨大企業（giant，the giant business），巨大会社（giant
companies），（金融）コングロマリット financial conglomerate，個人商会（business firm），小企業
（small business，smaller firms），かなりの小会社（fairly small companies），外国の小会社（smaller
foreign companies），小規模な専門会社（smaller and more specialized companies），自律的で自治
的な小企業（autonomous, self-governing, and smaller enterprises），中規模企業（middle-size
businesses），中規模会社（a medium -size company），中小企業（small and medium-size (enter-
prise, businesses, firms)），急成長しているかなりの大会社（a very big and rapidly growing
company），中規模成長会社（mid-size growth companies），急成長している企業（a rapidly grow-
ing business），急成長している中規模会社（fast-growing medium-size companies），革新的な会社
（the innovative company），高度な革新性を達成している会社（a highly successful innovative
company），企業家的で革新的な企業（entrepreneurial and innovative businesses），高度に革新的
な巨大企業（highly innovative corporate giants），民間企業（private business，private business
enterprise），民 間 会 社（private company），株 式 会 社（Société anonyme），無 名 会 社
（Aktigengesellschaft 訳 204，原 170），有限会社（private limited company），株式合資会社
（Kommanditgsellschaft auf Aktien），魂のない株式会社（the soulless corporation），公有の大企業
（the large, publicly owned corporation），株式公開会社（publicly owned companies），株式公開大会
社（big, publicly owned companies，large, publicly owned (held) companies，the large public
corporation），非公開会社（closely held companies），親会社（parent company），現代の株式公開
大企業（the modern, publicly owned, large enterprise），同族会社（a family company），ベン
チャー・キャピタルの会社（venture capital firms），アメリカ企業（American businesses，
American firms，American corporation，U.S. businesses），アメリカ会社（American company，U.
S. companies），アメリカ大会社（large American company，large U.S. companies），西ドイツ会社
（West German company），ドイツ会社（German company），日本企業（Japanese businesses，
Japanese firms），日本会社（Japanese company），日本大会社（large Japanese company），日本の主
要会社（major Japanese company），かなり大きな日本会社（very large Japanese companies），日本
大企業（Japanese big business），ヨーロッパ主要企業（major European corporation），ニューヨー
ク主要企業（major New York business enterprises），かなりの規模の日本会社（a fair-size Japanese
company），外国会社（the foreign company），国内会社（domestic companies），既存企業（the
existing businesses），国有企業（government-owned enterprises）。

⽝新しい現実⽞（89）：
本書は⽝乱気流時代の経営⽞（80）と同様に，⽝断絶の時代⽞（68）を枠組みとする社会論であ
る。歴史の境界，世界的な政治・経済・社会・教育，そして最後にそれらの土台をなす世界観・
価値観の変化といった広範な問題が，⽛新しい現実⽜として論じられている。やはりビジネス・
パーソン向けの書が強く意識されているが，カレントな問題の底流にある文明史的な意義を知
らしめる点できわめて刺激的な書でもある。ただ，どちらかというと政治評論に比重があり，
企業に関する考察はさほど多くないばかりか，内容的にもとりたてて新しい展開はみられない。
たとえば，⽛第⚗章 新しい多元主義⽜では，今日の多元主義は機能にもとづく新しい多元主
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義であるとし，そのはじまりを中央集権的な⽛主権国家⽜が勝利を遂げた時に登場した新しい
多元的な制度，すなわち近代営利企業（the modern business enterprise）にもとめている。この
近代企業につづいて，近代官僚機構，労働組合，学校，病院などが次々と登場した。これらはそ
れぞれが単一の社会的課題に取り組むことに特化して組織化された制度であり，それぞれのパ
フォーマンスによって社会が全体として運営されているとする。また⽛第 12 章 ポスト企業
社会（the Post-Business Society）⽜では，ビジネス（企業・事業）が成功への主な手段であった社
会から，選択肢のひとつにすぎなくなった社会への移行が説かれるが，これらの考察はいずれ
も⽝断絶の時代⽞（68）で提示された世界観である。すなわち多元的組織社会において企業は諸
組織のひとつにすぎないとするものである。ただし，内容的には同書よりも詰めたものとなっ
ている。
しかし本書でとりわけ注目すべき点は，非営利領域や知識労働者の存在が強調され，ここに
おいて⽛マネジメント⽜は中心的な社会的機能を担うとともに新たなリベラル・アート18となっ
たとされることである。実に⽛第 15 章 社会的機能およびリベラル・アートとしてのマネジメ
ント⽜と，そのままの章も配されている。このように⽝マネジメント⽞（73）以来，本書ではか
なり久しぶりにマネジメントの意義が強力に論じられており，ひるがえって⽛企業⽜はその下
位にある概念との印象を強く与える。かかる論調はつづく⽝非営利組織の経営⽞（90），⽝未来へ
の経営⽞（＝⽝未来企業⽞）（92）を経て，⽝ポスト資本主義社会⽞（93）へとつながっていくもので
ある。
本書でも主な⽛企業⽜概念といえるものはなく，business と company を中心に，以下 business
enterprise，enterprise，corporation，firm といった順で登場している。ベンチャー（venture），
ジョイント・ベンチャー（joint ventures）もそれなりにみられる。
多国籍企業に関する語としては，多国籍企業（multinational），超国籍企業（transnational
businesses，transnational enterprise，transnational），超国籍会社（transnational companies），超国
籍大会社（large transnational companies），ヨーロッパ超国籍企業（European transnational com-
panies）などがある。
非企業＝非営利組織に関する語としては，非営利（non-profit），非企業（non-business），非営
利機関（non-profit institution），第三セクター（third-sector），第三セクター機関（third-sector
institution），非営利・非政府機関という第三セクター（the third sector of non-profit, non-
governmental institution）などがある。
なお，その他登場した⽛企業⽜をあらわす語としては，以下のものがある。大企業（large
businesses，Big businesses，big businesses，large enterprises），巨大企業（the corporate business
giants），豊かな大企業（the large and rich corporations），大会社（large companies，big compa-
nies），巨大会社（giant companies），中規模会社（middle-sized companies），中小企業（middle-
sized and even small businesses），小企業（small businesses，small enterprises），小会社（small
company），地方企業（a strictly local firm），全国企業（a national business），大陸企業（a
continental business），自由企業（free enterprise），民間企業（private business，private enter-
prise），国営会社（nationalized companies），10 億ドル企業（billion-dollar corporation），近代営利
企業（the modern business enterprise），近代企業（modern business，modern corporation，modern
enterprise），business corporation，親会社（the parent company），株式公開大会社（large, publicly
owned companies，large, publicly held companies，メキシコ会社（Mexican companies），日本企業
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（Japanese business，Japanese firms），日本大会社（the large Japanese companies），アメリカ企業
（American business，American firm），アメリカ会社（American companies，the U.S. company），ア
メリカ大会社（Americaʼs large companies），アメリカを本拠とする会社（American-domiciled
companies），イギリス会社（the U.K. company），西ドイツ会社（the West German company），ヨー
ロッパ企業（European business），ヨーロッパや日本の大会社（large European and Japanese
companies）。

⽝非営利組織の経営⽞（90）：
タイトルが示すように，本書は非営利組織に焦点を合わせた経営実践書である。⽝断絶の時
代⽞（68）の多元的組織社会論で⽛企業⽜はいまだ先導的ではあるものの，あくまでも社会を構
成する組織のひとつにすぎないとされるようになった。これを受けて，企業＝営利組織以外の
非営利組織のマネジメントをあつかった書なのである。当然ながら，非企業＝非営利組織に関
する語が多く登場し，企業に関する語はあまり登場しない。企業への言及は，あくまでも非企
業＝非営利組織の特徴を際立たせるためのものでしかない。
非企業＝非営利組織に関する語では，非営利機関（non-profit institution (agency)，the non-
profits），サービス機関（the service institution），非営利セクター（non-profit sector），非営利組織
（non-profit organizations），非営利サービス組織（a non-profit service organization），公的サービス
機関（a public service agency）などがある。企業に関する語は数じたいが少ないなか，ほとんど
が business，company であった。それ以外は管見では，business enterprise がわずかにみられる
だけで，corporation，enterprise，firm はみられなかった。その他，大企業（big business），巨大
企業（the very biggest businesses），上場会社（a publicly listed company），アメリカ企業
（American business）などがある。管見では，多国籍企業に関する語はみられなかった。

Ⅲ-2．後期ドラッカー中期の小括
以上，⽝乱気流時代の経営⽞（80）から⽝非営利組織の経営⽞（90）までをみてきた。この期間
は国際分業体制の提唱，イノベーションや非営利マネジメントの体系的提示など，多元的組織
社会における企業，そしてその裏面としての非企業に関する具体的な様相とポイントが考察さ
れている。企業観についての大きな変更はなく，企業を⽛新しい社会⽜の担い手として相対的
セカンド・メインとするのもそのままであった。

⚓．後期ドラッカー末期：⽝未来への経営⽞（92）～⽝ネクスト・ソサエティにおける経営⽞（2002）
⽝未来への経営⽞（＝⽝未来企業⽞）（92）：
本書もビジネス・パーソン向けの論文集で，1986 年から⚕年にわたる論考を集めたものであ
る。企業内外の問題をテーマに，経済と経済学，人，マネジメント，組織が論じられている。冒
頭のドラッカーへのインタビュー⽛ポスト企業社会⽜（the Post-Business Society）に象徴される
ように，本書の基調をなすのは企業観の変容である。これは⽝断絶の時代⽞（68）での世界観に
あって，⽝新しい現実⽞（89）でより詰められたものである。実に本書では，社会における企業の
意義と枠組みの変容が具体的に強く意識されている。まさに邦訳書名⽝未来企業⽞は，かかる
意を反映したものであろう。前著⽝非営利組織の経営⽞（90）と執筆時期が重なっていることも
あって，とくに非営利組織の意義と成果が強調され，またコーポレート・ガバナンスに関する
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論考もおさめられている。その他，企業をあつかった章もそれなりにあり，企業に関する語は
かなり多く登場している。やはり business，company を中心に，firm が比較的多く，corporation，
enterprise がみられる。business enterprise は，管見ではわずか数か所であった。ベンチャー
（venture），ジョイント・ベンチャー（joint ventures）も，やはりそれなりに登場している。
多国籍企業に関する語としては，多国籍企業（multinationals），大規模多国籍企業（big mul-
tinationals），多国籍会社（the multinational company），超国籍企業（transnational enterprise，
transnational firm，transnationals），アメリカ多国籍企業（American multinationals），アメリカ巨
大多国籍企業（American giant multinationals），日本多国籍企業（Japanese multinationals）などが
ある。
非企業＝非営利組織に関する語としては，非企業（nonbusinesses），非営利組織（nonprofit
organizations，nonprofits），非営利機関（nonprofit institution），非営利セクター（nonprofit sec-
tor），第三セクター（third-sector），第三セクター機関（third-sector institution）などがある。
なお，その他登場した⽛企業⽜をあらわす語としては，以下のものがある。旧式の企業（the
old-style corporation），大企業（a large business，a large corporation，a large enterprise），big
business，big corporation），かなりの大企業（very big enterprises），巨大企業（giants），大会社（a
big company，a large company），かなりの大会社（a very large company），多角化した大会社（a big
and diversified company），大規模複合企業（a large and complex enterprise），中小企業（middle-
sized and even small businesses，small and medium-sized businesses，a small or medium-sized firm），
中小会社（middle-sized and small companies），中規模企業（middle-sized enterprises，middle-sized
business，midsized businesses，midsized firm，medium-sized firms），中規模会社（middle-sized
companies），零細企業（tiny firms），企業家的な小企業（small, entrepreneurial businesses），親会
社（parent companies），国内会社（a one-country company，national firms），純粋国内企業（purely
national enterprises），主要企業（the major corporations），株式非公開小会社（smaller, closely held
companies），株式非公開小企業（smaller, closely held firms），中規模同族企業（middle-sized,
family-owned businesses），中規模株式非公開企業（middle-sized, privately held firms），政府系企業
（governmental enterprise），政府管轄下の会社（government-controlled companies），巨大政府企業
（giant government businesses），大規模持株会社（the large holding company），政府持株会社
（state holding company），系列会社（a keiretsu company），民間企業（private businesses），自由企
業（free enterprise），合弁企業（the joint enterprise），情報型企業（the information-based busi-
ness），企業家的な会社（entrepreneurial companies），株式公開企業（publicly held corporations，
publicly owned corporations，public corporations；公社，公共企業体，文脈上⽛株式公開企業：原
208，訳 254），株式公開大企業（large publicly owned enterprise，the large, publicly held corpora-
tion，the large, publicly owned corporation），株式公開会社（the publicly held company），株式公開
大会社（the large publicly held companies），アメリカの株式公開会社（Americaʼs publicly owned
companies，publicly owned U. S. companies，the U. S. publicly owned corporation），日本企業
（Japanese businesses，Japanese firms），日本大企業（the large Japanese firm），日本会社（Japanese
companies），日本大会社（big Japanese companies，large Japanese companies），近代日本企業（the
modern Japanese corporation），ヨーロッパ企業（European businesses），ヨーロッパ会社
（European companies），ヨーロッパ中規模会社（medium-sized European companies），ヨーロッパ
株式非公開会社（European privately held companies），アメリカ企業（American businesses (firm)，
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American firm，U.S. businesses），アメリカ会社（American companies，U.S. companies），アメリ
カ大会社（large American companies，large U.S. companies），アメリカ大企業（American big
business，Americaʼs large corporations），アメリカ中小企業（small and medium-sized U.S. firms），
イギリス会社（British companies），フランス会社（a French company），フランス超会社（French
supercompanies），ドイツ国内企業（domestic German business），西ドイツ会社（West German
companies），アメリカを本拠とする会社（U.S.-based companies），アメリカ全国企業（national U.
S. businesses），欧米会社（American and other Western companies），欧米企業（Western busi-
nesses），欧米会社（Western company），日本所有の会社（Japanese-owned companies），アメリカ
所有の会社（American-owned companies），ハンガリー企業（Hungarian business），中国企業
（Chinese enterprises，Chinese business），外国企業（a foreign business），地元会社（local
company）。

⽝ポスト資本主義社会⽞（93）：
本書は⽝断絶の時代⽞（68）を枠組みとする社会論として，⽝乱気流時代の経営⽞（80），⽝新し
い現実⽞（89）の系譜にあり，またそのしんがりに位置している。のみならず，マネジメントを
はじめとするドラッカーの思想と理論が網羅されており，彼生涯の集大成と位置づけられうる。
タイトル⽛ポスト資本主義社会⽜に明らかなように，最大の焦点は冷戦終結そしてソ連崩壊後
の社会体制の行方にある。⽝新しい現実⽞（89），⽝未来への経営⽞（＝⽝未来企業⽞）（92）では⽛ポ
スト企業社会⽜がかかげられていたが，視点がさらにスケール・アップしたかのごとくである。
かくて歴史的な転換期という認識のもとに，社会・政治・知識の三領域が論じられるのである。
企業に関する考察はさほど多くなく，語としてもさほど登場していない。やはり business と
company を中心に，business enterprise，corporation が散見される。管見では，enterprise，firm
はみられなかった。また国境を越えた視点，まさにグローバリズムがうたわれている19が，意外
にも多国籍企業や超国籍企業に関する語がみられなかった。
非企業＝非営利組織に関する語としては，非企業（non-businesses），非営利組織（not-for-
profit organization，non-business organizations，non-profits），非営利であるが非政府の組織（not-
for-profit but non-governmental organizations），社会セクター（social sector），社会セクターの非
営利機関（non-profit institutions of social sector），非営利セクター（not-for-profit sector）などが
あった。
なお，その他登場した⽛企業⽜をあらわす語としては，以下のものがある。大企業（large
businesses，big business，large corporations，large-scale enterprise），民間資本家企業（private
capitalist enterprise），民間資本家大企業（large-scale private capitalist enterprise），主要企業（a
major business corporation），主要会社（major companies），営利会社（business corporation），民
間企業（private businesses），中規模会社（middle-sized companies），大規模公開会社（the large
publicly owned company），日本企業（Japanese businesses），日本大企業（Japanʼs large businesses，
Japanese big businesses），日本会社（Japanese companies），日本大会社（a Japanese big company，
large Japanese companies），アメリカ企業（American business，American corporations），アメリカ
大企業（the big American corporation），アメリカの中規模企業（Americaʼs medium-sized busi-
nesses），アメリカ会社（the American companies），アメリカ大会社（the large American compa-
nies），アメリカ，ドイツ，イギリスの大企業（a large American, German, or British company），ド
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イツ会社（the German company），スペイン会社（Spanish company）。

⽝大転換期の経営⽞（＝⽝未来への決断⽞）（95）：
本書は⽝未来への経営⽞（＝⽝未来企業⽞）（92）につづくビジネス・パーソン向けの論文集で，
1991 年以降の論考を集めたものである。⽛序文⽜（preface）と⽛結論⽜にドラッカーへのインタ
ビューが配され，ポスト資本主義社会が展望されている。⽝未来への経営⽞（＝⽝未来企業⽞）
（92）の続編といった感が強いが，企業観その他企業に関する論点としてはとくに新たな展開と
いったものはみられない。やはり business，company を中心に，corporation，firm，business
enterprise，enterprise といった感じで登場する。ベンチャー（venture），ジョイント・ベン
チャー（joint ventures）もみられる。ちなみに⽝新しい社会⽞（＝⽝新しい社会と新しい経営⽞）
（49）での industrial enterprise が，major industrial enterprise（主要産業企業）の形で久方ぶりに
登場しているのが目につく。
多国籍企業に関する語としては，多国籍企業（the multinational corporation，multinational，
multinational businesses，a multinational enterprise），巨大多国籍企業（huge multinationals），大規
模多国籍会社（large multinational companies）があった。
非企業＝非営利組織に関する語としては，非企業（non-business，nonbusinesses），非営利組織

（nonprofits，nonprofit organization），大規模非営利組織（the large nonprofits），社会セクター
（social sector），社会セクター機関（social sector institutions），社会セクター組織（social sector
organizations），第三セクター（third sector），非営利セクター（nonfrofit sector），非政府のコミュ
ニティ組織（non-governmental, community organizations）がある。
なお，その他登場した⽛企業⽜をあらわす語としては，以下のものがある。大会社（big
company，large companies），大企業（big corporations，large businesses，the large business
enterprise，large scale business，Big Business，big businesses），巨大企業（the giants），中小企業
（small and medium-sized firms），中規模企業（the medium-sized businesses），中規模会社（mid-size
companies），小企業（small businesses），小会社（small companies），主要会社（major companies），
企業（business corporation），主要企業（amajor business corporation），同族企業（family business，
the family-managed business），同族会社（family company，the family-managed company），かなり
大きな完全同族企業（a very large and completely family-managed business），小さな同族企業
（small family-owned enterprises），大コングロマリット（a big conglomerate），国内企業（domestic
business），外国企業（foreign business），近代企業（the modern corporation），近代企業（the
modern business enterprise），国家企業（state enterprises），国有企業（government-owned busi-
nesses），民間企業（private enterprise），ドイツ会社（German companies），ドイツやイギリスの
大会社（a large German or British company），ドイツの中規模会社（Germanyʼs mid-size compa-
nies），ドイツ大会社（big German company），イギリス会社（British companies），アメリカ企業
（American business，U.S. businesses），アメリカ大企業（the great U.S. businesses），アメリカ巨大
企業（the American giants），アメリカ会社（U.S. companies），アメリカの大会社（large U.S. a
large American company，companies，big American company，big U.S. company），アメリカやヨー
ロッパの大会社（big U.S. or European companies），ヨーロッパ会社（European companies），主要
ヨーロッパ会社（the major European companies），欧米会社（Western companies），アメリカ多国
籍企業（American multinationals），アメリカ巨大多国籍企業（huge American multinationals，giant
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American multinationals），アメリカを本拠とする多国籍企業（the American-based multinationals），
海外中国人の多国籍企業（the overseas-Chinese multinational），日本企業（Japanese businesses），
日本会社（Japanese companies），日本大企業（Japanese big business），日本大会社（the big
Japanese company，a large Japanese company）。

⽝ドラッカー，アジアを語る⽞（＝⽝P. F. ドラッカー・中内功 往復書簡① 挑戦の時⽞⽝P. F. ド
ラッカー・中内功 往復書簡② 創生の時⽞）（95）：
本書は，1994 年⚙月 21 日から 1995 年⚓月 27 日にかけて行われたドラッカーと中内功の手
紙を通じた対話を著書化したものである。執筆時期としては，⽝大転換期の経営⽞（＝⽝未来への
決断⽞）（95）所収の論考と重なっている。中内功が問題提起してドラッカーがそれに答えると
いうスタイルですすめられており，ドラッカーの考えが著書とは違った形で引き出されている
点が特徴的である。時代と世界の様相，日本のあり方など論点は多岐にわたるが，企業観その
他企業に関する論点は前著ととりたてて変わるところはない。語としても business と company
を中心に，enterprise，business enterprise，firm，corporation といった感じで登場する。ジョイン
ト・ベンチャー（joint venture）もみられるが，多国籍企業に関する語はきわめて少なく，多国
籍企業（multinational），アメリカ多国籍企業（American multi-nationals）が数か所で登場するの
みである。
非企業＝非営利組織に関する語としては，公的サービス機関（public-service institutions），非
営利機関（non-profit institutions），非営利組織（nonprofits，a nonprofit organization），社会セク
ター（social sector），社会セクター機関（social sector institutions），社会セクター組織（a social
sector organization），社会セクターの非営利機関（the nonprofit institutions of the social sector），
アメリカの社会セクター（an American social sector），日本の社会セクター（a Japanese social
sector），公的セクター（public sector）などがみられた。
なお，その他登場した⽛企業⽜をあらわす語としては，以下のものがある。自由企業（free
enterprise），大企業（the large business enterprise，the big business enterprise），主要企業（major
business），主要会社（a major company），大会社（big companies，large companies），近代企業
（modern corporation，the modern business），国有企業（state-owned enterprises），小企業（small
businesses），民間企業（private enterprise），既存会社（established companies，existing compa-
nies），既存大会社（existing, large companies），営利目的会社（for-profit companies），メキシコ企
業（Mexican business），メキシコ会社（Mexican companies），主要な欧米企業（amajor Western
business），日本会社（Japanese companies），日本大会社（large Japanese companies），主要日本企
業（a major Japanese corporation），日本大企業（the large Japanese corporations），アメリカ企業
（American businesses），アメリカ会社（American companies），先導的なドイツ会社（the leading
German companies），ヨーロッパ企業（European business），ヨーロッパ会社（European compa-
nies）。

⽝21 世紀に向けたマネジメントの挑戦⽞（＝⽝明日を支配するもの⽞）（99）：
本書は 21 世紀に向けた明日の課題，とりわけ決定的に重要な課題のみをとりあげたものだ
という。ドラッカーは⽛行動へのよびかけである⽜⽛マネジメントの本である⽜と規定している
が，変化のさなかにあるマネジメントや経営戦略，IT，そして変革の担い手など，主に人的主体

― 28 ―

経営論集（北海学園大学）第 21 巻第 2号 ドラッカーの企業観について（春日）



個々の立場にそって論じられている。セルフ・マネジメントの書といったスタイルであるが，
企業観その他企業に関する論点としてはおよそこれまでと変わらない。語も business と com-
pany を中心に，enterprise，corporation，business enterprise，firm といった頻度で登場している。
多国籍企業に関する語はさほど頻出しておらず，バリエーションも多国籍企業（multination-
al），大規模多国籍企業（large multinationals），超国籍企業（transnational）のみであった。非企
業＝非営利組織に関する語としては，非企業（nonbusiness），非営利機関（a nonprofit institu-
tion），非営利組織（nonbusiness organization，nonprofits）がみられた。とりわけ nonbusiness が
主に非営利組織をあらわす語として多用されていたのが目につく。
なお，その他登場した⽛企業⽜をあらわす語としては，以下のものがある。近代企業（mod-
ern business），主要企業（amajor enterprise），ジョイント・ベンチャー（joint venture），先導的
な会社（leading company），急速に成長している会社（rapidly growing company），大企業（big
business，large business，large enterprises，big corporation），大会社（big companies），かなりの
大会社（fairly big company，the very big company），中規模企業（mid-sized businesses），二流の小
さな同族会社（a small and mediocre family firm），親会社（parent company），株式公開企業（the
publicly owned corporations），株式公開会社（the publicly owned companies），大規模株式公開企業
（large, publicly owned enterprise），高度に専門化した中規模会社（highly specialized, midsized
companies），アメリカの上場企業（American publicly listed corporations），イギリス企業（British
business），メキシコ会社（Mexican company），インドネシア会社（Indonesian company），欧米会
社（Western companies），アメリカ企業（U.S. businesses），アメリカ会社（U.S. companies），ヨー
ロッパ会社（European companies）。

⽝ネクスト・ソサエティでの経営⽞（＝⽝ネクスト・ソサィエティ⽞）（2002）：
本書は 1996 年から 2002 年までの論考をおさめた論文集で，事実上の絶筆である。いわゆる
IT 革命やニュー・エコノミー論など当時のカレントなトピックスをとりあげつつ，経済よりも
社会を重視する問題意識から全体がまとめられている。社会論の⽝ポスト資本主義社会⽞（93）
の続編といった感が強いものの，同書ほど完成度は高くない。もとより IT も織り込んで⽛来た
る次の社会⽜を展望している点で，たいへん興味深いものではある。企業に関する論点として
は，大きくふたつある。企業誕生の政治史的意義と，企業観の変容である。それぞれ⽛第Ⅲ部
変わりゆく世界経済⽜内の⽛11 章 偉大な制度の興隆⽜と，⽛第Ⅳ部 ネクスト・ソサエティ⽜
の⽛第 15 章 ネクスト・ソサエティ⽜内の⽛企業（corporation）は生き残るか？⽜で論じられ
ている20。
企業誕生の政治史的意義は，⽝新しい現実⽞（89）の⽛第⚗章 新しい多元主義⽜と内容的にか
なり重なっているが，大意は次のごとくである。ここ 1000 年にわたる西洋は多元主義の興隆
と衰退そして再興隆の歴史だった。当初，国王や教皇など中央の権威に力はなく，騎士や貴族，
司教，自由都市，ギルドをはじめとする自治的な無数の権力主体からなる多元社会だった。そ
の後，国民国家が唯一の権力主体として発展するにつれ，アメリカ以外の西洋では多元主義は
命運が尽きたかにみえた。しかしまさにその時，自律的な権力主体とし新たに営利企業（busi-
ness enterprise）が登場し，労働組合や病院，大学など社会的影響力ある自律的な制度がつづく
こととなった。これが今日の多元社会である。各制度はそれぞれに特有の機能にもとづく点で，
かつての多元社会とは異なる。したがって，これからの時代，諸制度の自立性を保ちつつ，政
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治的な一体性を回復することが課題となる。超国籍企業であれば，国家主権の枠組みを超えた
自律性を保ちつつ，政治的な一体性を回復する必要があるという。
企業観の変容で論じられるのは，知識社会の進展によって，企業と従業員＝知識労働者の関
係が変わるとともに，企業の非階層化やアウトソーシング，ダウンサイジング，グローバル化，
他企業との連合化が推進される，また年金基金の台頭による企業所有の意味の変化といったと
ころである。これらはいずれもドラッカーがこれまで事あるごとに論じていたものであり，こ
こでそれらを大きくまとめている感がある。項目タイトル⽛企業は生き残るか？⽜に対する結
論としては，⽛これまでとは形を変えながらも，やはり企業というものは存続する。従来と異な
る新たな定義によりながらも，企業は生きながらえる。⽜といったところである。換言すれば，
これは⽛これまでとは形を変えなければ，企業というものは存続しえない。従来と異なる新た
な定義によらなければ，企業は生きながらえることはできない。⽜ということでもある。社会に
おける企業の存在意義を改めて問う両義的な結論である。
企業に関する語としては，business と company を中心に，enterprise，corporation，business
enterprise，firm といった頻度で登場している。知識会社（a knowledge company）や知識にもと
づく企業（knowledge-based businesses）の語もみられる。
多国籍企業に関する語としては，多国籍企業（multinationals），多国籍会社（multinational
companies），超国籍企業（transnational，transnational business），超国籍会社（transnational
companies）があった。multinationals が transnationals を意味しているところもある一方で，両
者を明確に区別し前者から後者への移行を主張する記述もあるなど混乱がみられる。
本書では社会の重要性を強調するだけあって，非企業＝非営利組織にかなり高い期待が寄せ
られている。語としては，非営利組織（non-profit，the nonprofits，nonprofit organizations），非企
業セクター（the nonbusiness sectors），第三の非営利セクター（a third nonprofit sector），社会セ
クター機関（social-sector institution），非営利社会セクター（the nonprofit social sector）があった。
なお，その他登場した⽛企業⽜をあらわす語としては，以下のものがある。企業（business
corporation），国内企業（domestic firms），合弁企業（joint venture），大会社（the big company，
the large company），大規模複合会社（large and complex companies），大企業（large enterprise，
large corporations，big firms），かなりの大企業（very large corporations），かなりの大会社（a very
big company），大規模営利企業（the large business enterprise）中規模企業（the medium-size
businesses，middle-size businesses，medium-size firms），中規模会社（a midsize company，a
medium-size company，middle-size company），地元会社（a local company），中小企業（small and
medium-size companies），小企業（small firms，small businesses，the small enterprises），利益を生
む会社（profit-making company），近代企業（the modern corporation），近代会社（the modern
company），経済的企業（economic enterprise），個人が所有し自分で経営する小会社（the small,
privately owned, and personally run firm），伝統的企業（traditional corporation），営利追求企業
（for-profit businesses），外国会社（foreign companies），国内会社（domestic companies），全国会
社（national company），親会社（the parent company），業績をあげる企業（well-performing
enterprises），アメリカ企業（American business），アメリカ大企業（a big American corporation），
アメリカ大会社（Americaʼs large companies），メキシコ企業（The Mexican firm），韓国企業
（Korean business）。
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Ⅲ-3．後期ドラッカー末期の小括
以上，⽝未来への経営⽞（＝⽝未来企業⽞）（92）から，事実上の絶筆⽝ネクスト・ソサエティで
の経営⽞（＝⽝ネクスト・ソサエティ⽞）（2002）までをみてきた。この期間はドラッカーがコミュ
ニティや社会を重視し，非営利領域へ重心移動していくとともに，技術革新から企業の枠組み
変化を意識した時期である。実に企業の意義と役割を見直し，再定義も行っている。⽛新しい
社会⽜実現の担い手としては，企業はさらに非営利組織の下位におかれ，相対的サード・メイン
に位置づけられるようになった段階であった。

Ⅳ．整理と検討

これまでみてきたところを改めて大きく整理しなおしていこう。ドラッカーの企業観の展開
については，⚓つの段階に区分することができる。すなわち（1）企業を⽛新しい社会⽜担い手
のメインとする段階，（前期ドラッカー）（2）企業を⽛新しい社会⽜担い手のセカンド・メイン
とする段階（転換期ドラッカー），（3）企業を⽛新しい社会⽜担い手のひとつとする段階（後期
ドラッカー），である。（3）の段階はさらに多元的組織社会における企業について，1）新しい枠
組みを提示した段階（後期ドラッカー初期），2）新しい枠組みでの企業の考察を深めた段階（後
期ドラッカー中期），3）企業の変容を指摘した段階（後期ドラッカー末期），に区分することが
できる。以下，これらのポイントをまとめてみる。

（1) 企業を⽛新しい社会⽜担い手のメインとする段階（前期ドラッカー）：
⽝経済人の終わり⽞（39）から⽝新しい社会⽞（＝⽝新しい社会と新しい経営⽞）（49）までは，ま
ず現代社会がかかえる根本的な問題の所在を企業に見いだすことにはじまる。そして，かかる
企業それ自身をもって問題解決の担い手とすることが模索された段階である。⽛新しい社会⽜
実現をめざす⽛文筆家ドラッカー⽜の底流をなす問題意識とアプローチが，もっとも鮮明にあ
らわれた段階でもある。想定される企業は独占的な大企業であり，ドラッカーにおける考察の
中心をなしている。企業観は⽛政治学者ドラッカー⽜としてのものであり，企業を疑似国家あ
るいは国家に対抗しうる存在と位置づけようとすることが意図されている。そしてその成果が，
企業を社会制度とする社会制度的企業観としてあらわれた。この間の主な⽛企業⽜概念は，⽝産
業人の未来⽞（42）での corporation（株式会社），plant（工場企業体）→⽝会社の概念⽞（＝⽝企業
とは何か⽞）（46）での corporation（（株式）会社）→⽝新しい社会⽞（49）での industrial enterprise
（産業企業体）と変遷している。しかし各著書での主な⽛企業⽜概念と最頻出の⽛企業⽜をあら
わす語が必ずしも一致するわけではなく，実に⽝新しい社会⽞での最頻出は enterprise（企業）
であった。この段階でめざされる⽛新しい社会⽜は企業という一元的組織による産業社会（一
元的組織社会）であり，⽛企業による社会⽜すなわち企業社会という様相を呈している21。いわば
企業を⽛新しい社会⽜実現における担い手のメインと位置づける段階であった。

（2) 企業を⽛新しい社会⽜担い手のセカンド・メインとする段階（転換期ドラッカー）：
⽝マネジメントの実践⽞（＝⽝現代の経営⽞）（54）から⽝有能なエグゼクティブ⽞（＝⽝経営者の
条件⽞）（66）までは，企業という一元的組織による企業社会＝産業社会としての⽛新しい社会⽜
がめざされている点で変わりはない。しかし⽛マネジメント⽜概念の誕生によって，⽛企業⽜概
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念の位置づけに変化が生じた段階である。⽛新しい社会⽜実現に向けて⽛マネジメント⽜が最上
位概念とされ，⽛企業⽜はその下位概念とされたのである。ドラッカーにおける考察の中心は企
業というよりも，企業の経営実践すなわち⽛マネジメント⽜概念へとシフトした。大きくはい
まだ⽛企業による新しい社会⽜（一元的組織社会）にあるものの，より正確には⽛マネジメント
による新しい社会⽜へと重心移動したのである。いわば企業は⽛新しい社会⽜実現における担
い手のメインから，セカンド・メインとなった段階であった。想定される企業は独占的な大企
業を中心としながらも，中小企業もふくめた企業全般となっている。企業観は，やはり社会制
度的企業観である。ただし，すでにあえて言及するまでもない前提と化しており，もはや国家
への意識も前面にあらわれてはいない。主な⽛企業⽜概念は⽝マネジメントの実践⽞（＝⽝現代の
経営⽞）（54）では business enterprise（営利企業）であるが，同書以降の著書ではもはや主な⽛企
業⽜概念というほどのものはなくなってしまう。最頻出の⽛企業⽜をあらわす語も，同書以降は
およそ business の場合が多くなる。かくみるかぎり，この段階では⽛企業⽜を存在そのものか
ら問うのではなく，一定の⽛企業⽜概念を前提にそれをいかに経営実践していくのかという議
論に焦点を移行したといえる。もとより⽛政治学者ドラッカー⽜から誕生した⽛経営学者ド
ラッカー⽜の存在が大きくなった結果である。

（3) 企業を⽛新しい社会⽜担い手のひとつとする段階（後期ドラッカー）：
⽝断絶の時代⽞（68）から事実上の絶筆⽝ネクスト・ソサエティでの経営⽞（＝⽝ネクスト・ソ
サィエティ⽞）（2002）までは後期ドラッカーといわれる時期であり，ドラッカーがそれまでの
産業社会論すなわち企業社会（一元的組織社会）論にかえて新たに知識社会論すなわち多元社
会（多元的組織社会）論を展開した段階である。かかる転換によって，⽛企業⽜の位置づけも変
化した。⽛企業⽜を多元的な組織社会における諸組織のうちのひとつにすぎないとするもので
ある。ただし諸組織の先導的な役割を果たすという点で，いまだ最重要な存在であることに変
わりはない。ここでは企業の領域（企業にできること）と非企業の領域（企業にできないこと）
が峻別され，両者の機能的な相互補完によって⽛新しい社会⽜の実現がめざされることになる。
多元的な知識社会論では他方で，世界経済＝グローバル経済が新たに構想され，その担い手
として多国籍企業がクローズ・アップされるところとなる。多国籍企業を超国家的な制度とし，
従来の国家間の枠組みを改廃せしめる存在とするのである。この点で，⽛企業⽜を国家とのかか
わりで把握する視点がふたたび前面にあらわれている。その他，年金基金の台頭および IT テ
クノロジーによる⽛企業⽜の本質の変容，また⽛企業⽜と非企業＝非営利組織間の相対的重要性
の変化も，大きな論点としてある。⽛新しい社会⽜実現という点でいえば，相対的セカンド・メ
イン，そして相対的サード・メインへと⽛企業⽜の位置づけの低下がみられた段階である。なお
前提されるのは社会制度的企業観で変わるところはなく，既述のようにもはや主な⽛企業⽜概
念というほどのものはない。
以上が（3）の段階における企業観の枠組みとしてあるが，さらにくわしくふみ込んでみれば，
以下のようにこの枠組み内でも変化していた。

1) 企業の新しい枠組みを提示した段階（後期ドラッカー初期）：
⽝断絶の時代⽞（68）から⽝見えざる革命⽞（76）までは，後期ドラッカーの全体的な世界観が
示され，主要論点が明らかとなった段階である。多元的組織社会はもはや企業による一元的組
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織社会＝企業社会ではなく，それを超えた多元的知識社会＝ポスト企業社会といえる状況にあ
る。⽛企業⽜は社会的な諸組織のなかではワン・オブ・ゼンでしかなくなってしまうが，その機
能的卓越性ゆえにいまだほかの諸組織を先導する存在としてある。⽛新しい社会⽜の担い手と
してみれば，絶対的ではなく，あくまでも相対的に先導的な役割を果たすにすぎないものと位
置づけられる。もとより⽛マネジメント⽜との関係においては，それに次ぐセカンド・メインで
あることに変わりはない。いわば企業は，⽛新しい社会⽜の担い手として相対的セカンド・メイ
ンとなった段階であった。
想定される企業はやはり大企業を中心としながらも，中小企業もふくめた企業全般となって
いる。最頻出の⽛企業⽜をあらわす語は，およそ business である。非営利組織および多国籍企
業への言及が，しだいに本格化していく傾向がみられる。現存する多国籍企業を⽛超国籍企業⽜
に転換すべきとの主張も提示されている。⽝見えざる革命⽞（76）はこれと趣を異にするものの，
年金基金の登場によって財産の意味が変わり，バーリ＝ミーンズ以来の⽛所有と支配（経営）の
分離⽜問題は決着がついたという認識は，後のドラッカーのコーポレート・ガバナンス論につ
ながっていく部分である。

2) 新しい枠組みでの企業の考察を深めた段階（後期ドラッカー中期）：
⽝乱気流時代の経営⽞（80）から⽝非営利組織の経営⽞（90）までは，ビジネス・パーソン向け
の論文集を刊行するようになった時期であり，経営問題を軸にしたわかりやすい評論書といっ
た色彩を強くしている。この段階では，1) 後期ドラッカー初期で提示された世界観を受けて，
多元的組織社会における企業の考察が深められた。大きな展開といえるほどのものはなく，企
業を⽛新しい社会⽜の担い手として相対的セカンド・メインと位置づけることにも変わりはな
い。ここで深められた企業の考察をまとめれば，次のようになる。
①グローバル経済における国際分業体制が新たに提唱され，多国籍企業の変容として超国籍
企業への転換がさらに強調された。
②イノベーションに関する体系的な考察を明確に提示したことで，結果的にイノベーション
の枠組みとしての企業の存在が強調されるところとなった。
③年金基金の台頭によって⽛所有と支配（経営）の分離⽜問題は決着がついたという認識から，
独自のコーポレート・ガバナンス論が提示された。
④非企業＝非営利組織に関する体系的な考察を明確に提示したことで，ひるがえって結果的
に企業の意義と機能が強調されるところとなった。
この段階で想定される企業は，企業全般である。言及されるのはやはり大企業が多いものの，
むしろ大企業にとらわれない視点の方が強調されている。最頻出の⽛企業⽜をあらわす語は，
⽝非営利組織の経営⽞（90）をのぞき，business と company が中心である。また非営利組織に対
する期待が，さらに大きくなっていることが認められる。

3) 企業の変容を指摘した段階（後期ドラッカー末期）：
⽝未来への経営⽞（＝⽝未来企業⽞）（92）から⽝ネクスト・ソサエティでの経営⽞（＝⽝ネクスト・
ソサエティ⽞）（2002）までは，ソ連の崩壊によって資本主義の勝利がいわれる一方，アメリカ同
時多発テロやエンロン・ワールドコム事件など，資本主義に対する敵愾心と疑問があらわれて
いた時期である。ソ連崩壊後に刊行された⽝ポスト資本主義社会⽞（93）はその名が示す通り，
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資本主義の⽛後に来る社会⽜を展望したものである。資本主義＝⽛経済至上主義社会⽜にかえて
⽛非経済至上主義社会⽜たる⽛新しい社会⽜の実現を一貫してめざしてきたドラッカーにとって，
初心に帰ったかのごとき感がある。実に彼は 80 年代のマネー・ゲーム化したアメリカ経済に
対し，独自のコーポレート・ガバナンス論を展開し，非企業＝非営利組織の重要性を強調して
いたが，90 年代にはコミュニティや社会を前面にかかげた主張をさらに鮮明化する。こうした
力点の変化もふくめてこの時期は，総じて多元的組織社会における企業の変容を説いた段階と
いえる。ここで説かれた企業の変容をまとめれば，およそ次のようになる。
①これまで企業を諸組織の先導的な役割を果たすものとらえ，非企業＝非営利組織との関係
では⽛非営利組織は企業に学ぶ⽜としていた。しかし逆に⽛企業は非営利組織に学ぶ⽜とい
う姿勢を打ち出し，企業と非営利組織の関係の逆転を明らかにした。
②年金基金の台頭による⽛従業員社会⽜の到来を強調し，コーポレート・ガバナンスの問題と
して，所有者たる従業員＝知識労働者のための⽛企業⽜という再定義を行った。
③IT 技術の進展による⽛企業⽜の非階層化やアウトソーシング，ダウンサイジング，グロー
バル化，他企業との連合化など，⽛企業⽜概念そのものの変容を説いた。
この段階で想定される企業は，企業全般である。もはや規模の大小を問うことに，さほど重
要性はないとしている。最頻出の⽛企業⽜をあらわす語は，やはり business と company である。
多国籍企業ひいては超国籍企業への言及はかなり少なくなっており，かつてのように国家のオ
ルタナティブとする強い期待はもはやみられない。すでにグローバリゼーションの概念が一般
化してしまい，その前提たる多国籍企業の概念も陳腐化してしまったということなのであろう
か。いずれにせよ，この点に関しては，かなりのトーン・ダウンが認められる。また⽛新しい社
会⽜実現の担い手としては，⽛企業⽜は非営利組織の下位におかれるところとなり，相対的サー
ド・メインに位置づけられるようになってしまった段階であった。

以上のドラッカー企業観の展開について，以下では若干の検討をくわえていこう。そもそも
ドラッカーにおいて⽛企業⽜とは，メイン・テーマ⽛新しい社会⽜実現のポイントにほかならな
かった。当初は⽛新しい社会⽜＝⽛自由で機能する社会⽜実現にかかわる存在とされながらも，
実現をはばむ根本問題の所在というネガティブな位置づけにあった。しかしすぐにひるがえっ
て，かかる問題を解決し⽛新しい社会⽜を実現する担い手という，ポジティブな位置づけへと転
じることになる。かくて提示されたのが，企業を社会制度とする企業観＝社会制度的企業論で
あった。そしてそれと表裏一体をなすのが，企業利益を社会的な公益とする⽛利益⽜観＝営利
主義否定論である。実にこの社会制度的企業論と営利主義否定論はドラッカーの生涯を通じて
一貫しており，決して揺らぐことはなかった。もとより企業をあくまでも⽛新しい社会⽜実現
の担い手と位置づけるがゆえである。
しかし⽝マネジメントの実践⽞（＝⽝現代の経営⽞）（54）で新たに⽛マネジメント⽜概念を措定
して以降，ドラッカーは⽛新しい社会⽜実現の担い手としての⽛企業⽜概念の地位を相対的に低
下させていくことになる。順を追ってみれば，メイン→⽛マネジメント⽜概念に次ぐセカンド・
メイン→諸組織をリードするにすぎないという意味で相対的なセカンド・メイン→さらに非営
利組織に次ぐ相対的なサード・メイン，といったところである。このプロセスにおいては，何
よりもドラッカー自身が⽛新しい社会⽜実現の象徴として⽛マネジメント⽜概念を最上位に措定
したことが大きかった。そしてその後の世界観・社会構想・アプローチの転換によって，⽛企
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業⽜が諸組織のワン・オブ・ゼンとして相対的にとらえられることがつづいた。その際，企業の
機能的卓越性を重視する視点に変わりはない。しかもグローバル経済を担う企業＝多国籍企業
を国家になりかわる存在と位置づけ，その役割に大いに期待するのである。ここでの企業に対
する意欲は，かつて⽛新しい社会⽜実現の担い手のメインと位置づけていた時を彷彿とさせる。
ところが相次ぐM＆ Aによってコーポレート・ガバナンス論が盛んになった頃から，しだい
に非企業＝非営利組織への重心移動を鮮明にしていく。もとより企業の機能的卓越性とりわけ
経済的重要性を認めつつも，経済にとどまらないコミュニティや社会での成果をもとめるので
ある。あたかも⽝経済人の終わり⽞（39）での非経済至上主義的な⽛新しい社会⽜希求という，
初心に帰ったかのようである。そしてそれが残るドラッカー終生の姿勢となった。
⽝ネクスト・ソサエティでの経営⽞（＝⽝ネクスト・ソサエティ⽞）（2002）は事実上の絶筆であ
り，企業に関する論考としてもおよそドラッカー生涯最後のものといってよい。ここでは⽛企
業は生き残るか？⽜というタイトルの論考がみられるが，その主張じたいはさほど目新しいも
のではない。しかし究極的に問われているのは，企業における変化である。時代とともに変化
しなければ，いかに企業が社会制度であっても，社会的な存在意義を失ってしまうという認識
である。タイトルでの問いのみならず，その結論においても意味深長な論考である。これを
もって，ドラッカーの企業観に終止符が打たれたのであった22。

お わ り に

ドラッカー生涯の著書にわたって，企業観の変遷をみてきた。できるかぎり網羅することを
企図したが，もとより過誤遺漏を免れるものではない。結局，彼において⽛企業⽜とは何であっ
たのか。メイン・テーマ⽛自由⽜＝⽛責任ある選択⽜の⽛新しい社会⽜実現に向けて，企業を社
会制度とするアプローチは一貫していた。あくまでも⽛企業⽜とは，⽛新しい社会⽜実現のため
の⽛制度⽜すなわち⽛社会制度⽜でなければならなかったのである。⽛責任ある選択⽜の担い手
たる個人の対立軸として常に意識されていたのは国家であり，したがって両者を架橋する存在
としてあったのが社会制度たる⽛企業⽜ということになる。実に⽛企業⽜を疑似国家あるいは国
家のオルタナティブととらえていたこともしばしばあった。
けれどもドラッカーにおいて⽛企業⽜は経年にしたがって低く位置づけられていき，最晩年
には⽛新しい社会⽜実現の担い手としては非企業よりも下位におかれてしまった。彼がめざす
⽛新しい社会⽜とは⽛非経済至上主義社会⽜であるがゆえに，⽛非経済至上主義的な制度⽜でなけ
ればならなかったからである。⽛企業⽜は経済的機能の遂行を前提としながらも，それを唯一絶
対の存在意義，至上命題とはしない⽛制度⽜でなければならない。まさに営利主義否定論に裏
打ちされたものなのである。したがって⽛企業⽜が経済至上主義的傾向を強めるのであれば，
彼においては⽛新しい社会⽜を実現するどころか阻害するだけのものでしかない。最晩年の非
企業への重心移動は，ドラッカーにとってみれば当然きわまりないことであった。彼のコーポ
レート・ガバナンス論がこうした企業観にもとづくものであることはいうまでもない。という
より，そもそもコーポレート・ガバナンス論がいわれるはるか以前から，企業をいかに規律づ
けていくのかという斯論の根本的な問題意識がドラッカーにはあった。その意味で社会情勢の
なりゆきによって，この彼の問題意識が後にコーポレート・ガバナンス論として具体化したに
すぎないともいえる。
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一方，ドラッカーにおける企業観変遷の軌跡は，そのまま彼本来の⽛社会生態学者ドラッ
カー⽜の展開ということもできる。⽛社会生態学者ドラッカー⽜は，当初⽛政治学者ドラッカー⽜
として国家に対抗しうる⽛制度⽜として企業を措定しようとした。そのプロセスで⽛経営学者
ドラッカー⽜が誕生し，一般的なドラッカー評価となっていった。しかしドラッカー自身にお
いては本来の学問的アプローチたる⽛政治学者ドラッカー⽜と世評の⽛経営学者ドラッカー⽜は
並行してあり，両者の相互作用と共進化によって⽛社会生態学者ドラッカー⽜の世界を進展さ
せていったのであった。企業から非企業への重心移動も，⽛社会生態学者ドラッカー⽜なればこ
そのことなのである。
ただしこの重心移動は，すでに企業（営利）と非企業（非営利）を問わない⽛マネジメント⽜
あってこそ可能であった。社会の各所無数にある⽛マネジメント⽜によって個々の⽛責任ある
選択⽜が果たされ，総じて⽛新しい社会⽜は実現されるというビジョンを前提するのである。リ
ベラル・アートとしての⽛マネジメント⽜観も，まさにこのビジョンとリンクしている。⽛マネ
ジメント⽜は単なる社会制度＝狭義の⽛制度⽜概念のみならず，⽛行為⽜をもふくむ新たな社会
制度＝広義の⽛制度⽜概念であり，ドラッカーにおける最上位概念として大きくかかげられて
いるのである。
改めて彼におけるポイントが⽛制度⽜の概念にあること，またそれがあくまでも彼独自のも
のであることが認められる。そして彼が独自に形成したはじめての⽛制度⽜概念こそ，⽛企業⽜
にほかならなかった。⽛政治学者ドラッカー⽜として政治学的なアプローチによってかかる企
業⽛制度⽜概念を形成したのはもちろんながら，その際バーリ＝ミーンズらアメリカ制度学派
からの影響を看過することはできない。ドラッカーがアメリカから学び，彼なりに継承・展開
したものなのである。こうしたドラッカーの⽛制度⽜概念，また制度学派との関連は今後の課
題である。
最後に，本稿でみてきた著書における企業観および⽛企業⽜概念の変遷を，便宜的に表にまと
めておく。
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表．企業観および⽛企業⽜概念の変遷

企業の
位置づけ 著書 時代背景と

問題意識
企業観の
内容・主旨

主な
企業概念

企業をあらわす言葉
（主な企業概念以外）

(1
)
企
業
を
⽛
新
し
い
社
会
⽜
担
い
手
の
メ
イ
ン
と
す
る
段
階
（
前
期
ド
ラ
ッ
カ
ー
）

⽝経済人の
終 わ り⽞
（39）

第二次世界大
戦の勃発と
⽛新しい社会⽜
の希求

とくになし とくになし business，巨大企業（big business），大会社（a
large company）

⽝産業人の
未来⽞（42）

第二次世界大
戦後の⽛新し
い社会⽜構想

現代社会の特
徴であるとと
もに，根本的
な問題

大量生産工場
（the mass pro-
duction plant），
株式会社（the
corporation）

enterprises 近代大会社（the modern big business
corporation），大会社（a big corporation），近代
会社（the modern corporation），巨大会社（the
mammoth corporations），アメリカ大会社（the
great American corporations），近代産業大量生産
工 場（the modern industrial mass production
plant），競争的な小企業（small competitive enter-
prises），文脈上⽛企業⽜の意味；the plant など。

⽝会社の概
念⽞（＝⽝企
業 と は 何
か⽞）（46）

第二次世界大
戦の終結，東
西冷戦のはじ
まり。
戦後世界のあ
り方のモデル
（ソ連の⽛一
国の社会主
義⽜に対抗す
るアメリカの
⽛一国の資本
主義⽜）

社会制度 会社
(corporation)

enterprise，firm，company，営利企業（business
enterprises），自由企業（a free enterprise），大企
業（Big Business，big business），大会社（the
large corporation，a great corporation，the big
corporation，a big corporation），大企業会社（the
big-business corporation），独占的企業（a mo-
nopolistic business），近代大企業（modern Big
Business），近代大会社（the modern large cor-
poration），大規模に統合された会社⽜the large
integrated corporation），アメリカ大会社（the
large American corporation），近 代 会 社（the
modern corporation），近代産業会社（the mod-
ern industrial corporation），産業企業（the in-
dustrial enterprise），産業会社（industrial corpo-
ration），近代産業企業（the modern industrial
enterprise），経済企業（an economic enterprise），
共同企業（the common enterprise），公企業
（public enterprise），私的会社（a private corpo-
ration），私 企 業（private enterprise，private
business），小企業（small business），中企業（the
medium-sized, business），⽛中小企業⽜（small or
mediumsized business）

⽝新しい社
会⽞（49）

冷戦における
自由世界の防
衛

社会制度：
⽛新しい社会⽜
の担い手

産業企業
(industrial
enterprise)

enterprise，firm，company，corporation，産業会
社（the industrial corporation），近代企業（the
modern enterprise），営利企業（business enter-
prises），大規模営利企業（large-scale business
enterprises，the big business enterprise），大規模
産業企業（the large industrial enterprises），近代
産業企業（the modern industrial enterprise），大
量生産企業（the mass-production enterprise），大
会 社（major company，a large company，big
corporations，large corporations，a big company）
かなりの大企業（the very large enterprises），か
なりの大会社（the fairly large company），大企業
（the big enterprise，the large enterprise，Big
Business，a big business），近代大企業（the
modern large enterprise），巨大企業（the giant
enterprise，a huge enterprise），巨大会社（giant
corporations），持株会社（holding company），子
会社（subsidiary companies），国有化企業（the

経営論集（北海学園大学）第 21 巻第 2号

― 37 ―

ドラッカーの企業観について（春日）



企業の
位置づけ 著書 時代背景と

問題意識
企業観の
内容・主旨

主な
企業概念

企業をあらわす言葉
（主な企業概念以外）

nationalized enterprise），小企業（the little busi-
nesses，the small businesses，the small enter-
prise）同族企業⽜（family enterprises），中小企業
（the small and medium-sized enterprise），新興企
（the young and growing enterprise），小会社（a
small company）自由企業（free enterprise），競合
企業（competitive-enterprise）。

(2
)
企
業
を
⽛
新
し
い
社
会
⽜
担
い
手
の
セ
カ
ン
ド
・
メ
イ
ン
と
す
る
段
階
（
転
換
期
ド
ラ
ッ
カ
ー
）

⽝マネジメ
ン ト の 実
践⽞（＝⽝現
代の経営⽞）
（54）

冷戦における
自由世界独自
の論理として
のマネジメン
トの確立

社会制度：
⽛新しい社会⽜
の担い手とし
てのマネジメ
ントが行われ
る場

営利企業
(business enter-
prise)

business enterprise，enterprise，company，firm，
corporation，大企業（big enterprises，the big
business，the large business，the large enter-
prise），巨大企業（the giant enterprise），かなり
の大企業（the very large business），大営利企業
（the big business enterprise），近代企業（the
modern enterprise），近代営利企業（the modern
business enterprise），近代大営利企業（modern
large business enterprise），かなりの大会社
（very large companies），大会社（the big compa-
nies，a large company，sizable companies，the
large corporation，larger companies），かなり大
きな複合企業（a very large and complex enter-
prise），マネジメントできないほどの大企業
（the unmanageably big business），小 企 業（a
small enterprise，the small business, the smaller
business），小会社（small companies），零細企業
（a very small business），典型的な同族小会社
（the typical family-owned small company），独立
企 業（independent businesses），中 企 業（a
medium-sized business），中規模会社（amedium-
sized company），そこそこの規模の企業（the
fair-sized business），成 長 企 業（the growing
business），成長会社（the growing company），ア
メリカ企業（American business），自由企業
（free enterprise），民間企業（private enterprise），
親会社（the mother company），完全子会社
（wholly owned, company），分権化された会社
（the decentralized companies），100％従業員所有
の企業あるいは国有企業（all worker-owned or
nationalized enterprises），アメリカの上場会社
（Americaʼs publicly owned companies）。

⽝アメリカ
のこれから
の 20 年⽞
（＝⽝オート
メーション
と新しい社
会⽞）（55）

アメリカの近
未来展望

とくになし とくになし

business，company，enterprise，営 利 企 業
（business enterprise），自動化された企業（au-
tomated business），小企業（small businesses，
smaller business），小会社（the small company），
堅実な大会社（the large, well-established com-
pany），経済企業（economic enterprise），民間企
業（private business），民間会社（private com-
panies），小規模成長企業（the small and growing
business），伝統的な大会社（the large and old
company），大企業（large-scale business），大会
社（the big companies），大規模公営会社（the
large, publicly owned companies），アメリカ企業
（American business），アメリカ会社（American
companies），近代企業（the modern enterprise），
営利会社（business companies），大営利会社
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企業の
位置づけ 著書 時代背景と

問題意識
企業観の
内容・主旨

主な
企業概念

企業をあらわす言葉
（主な企業概念以外）

（the big business corporations）。

⽝明日への
道 標⽞（＝
⽝変貌する
産業社会⽞）
（57）

モダンとポス
ト・モダンの
交錯する⽛変
転の時代⽜を
ありのままに
記述

社会制度 とくになし

business，company，enterprise，firm，corpora-
tion，営利企業（business enterprise），大会社
（large companies，a big company），大小の企業
（small and large business），大企業（large busi-
ness），大会社（large company），大企業（big
business），大営利企業（the large business en-
terprise，big-business enterprise），自 由 企 業
（free enterprise），小企業（small business），国際
企業（the international businesses），アメリカ企
業（American firms），アメリカ会社（American
companies），民間企業（private enterprise，pri-
vate business），同族会社（a family-owned com-
pany），組織化された大規模企業（organized
large-scale enterprise）

⽝成果をめ
ざす経営⽞
（＝⽝創造す
る経営者⽞）
（64）

経済的成果を
あげることが
焦点

経済価値の創
出を担う活動
的側面をとく
に重視

企業
(business)

business， company， enterprise， corporation，
firm，営利企業（business enterprise），大企業
（large business），アメリカの大会社（large
United States corporations），大会社（large com-
pany），かなりの大会社（a pretty large company，
the very large company），高度に複合的な大会社
（the big and highly complex company），大規模複
合会社（a large and complex company），比較的
大規模な企業体（the larger business complex），
高度に多角化した大手会社（a major, highly di-
versified company），有名な大企業（well-known
large businesses）大企業（big concerns，the big
business），かなりの大企業（a very big busi-
ness），大 会 社（big-company），中 企 業（a
medium-sized business），中規模会社（amedium-
sized company），中 小 企 業（the smaller or
medium-sized firm，he smaller or medium-sized
business），小 企 業（small business，smaller
businesses），小会社（a small company），零細会
社（quite small companies），小規模で単純明快
な企業（the small and apparently simple busi-
ness），かなりの小企業（fairly small businesses），
かなり小会社（fairly small company），親会社
（the parent company），同族会社（family-owned
companies），近代企業（modern business），アメ
リカ会社（American companies），民間企業（the
private businesses），凡庸な会社（a mediocre
business），真に国際的な会社（a truly interna-
tional company）

⽝有能なエ
グゼクティ
ブ⽞（＝⽝経
営 者 の 条
件⽞）（66）

組織における
人間個人を有
能にすること
が焦点

とくになし 企業
(business)

business，company，enterprise，firm，corpora-
tion，営利企業（business enterprise），大企業
（large businesses，big business），営 利 会 社
（business corporation），大営利会社（a large
business corporation），大会社（large corpora-
tions），大規模商業企業（a large-scale commer-
cial business），やや大きな企業（a somewhat
larger business），多国籍会社（the multinational
company），今日の多国籍大企業（todayʼs large
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企業の
位置づけ 著書 時代背景と

問題意識
企業観の
内容・主旨

主な
企業概念

企業をあらわす言葉
（主な企業概念以外）

multinational business），国際的な会社（an in-
ternational company），アメリカ会社（a U. S.
company），民間会社（a private company），自由
企業（a free enterprise），制約のない民間企業
（unfettered private business），親会社（the pa-
rent company），子会社（the affiliated company），
持 株 会 社（holding companies），営 利 会 社
（business firm）。

(3
)
企
業
を
⽛
新
し
い
社
会
⽜
担
い
手
の
ひ
と
つ
と
す
る
段
階
（
後
期
ド
ラ
ッ
カ
ー
）：
1)
企
業
の
新
し
い
枠
組
み
を
提
示
し
た
段
階
（
後
期
ド
ラ
ッ
カ
ー
初
期
）

⽝断絶の時
代⽞（68）

歴史の断絶に
よる新たな様
相を記述。

とくになし。
ただし超国家
的な制度とし
て，多国籍企
業に期待

企業
(business)

enterprise，firm，company，corporation，営利企
業（business enterprises），多国籍企業（multi-
national company，multinational corporation，
multinational business），大企業（big businesses），
巨大企業（a giant business），大会社（big com-
panies，large companies），小会社（a small com-
pany），主要会社（a major company，a major
corporation），既存大会社（the big and estab-
lished company，the large existing companies），
小企業（small business），既存の古い大企業
（the existing big and old business），成長している
小企業（the small and growing business），古い大
会社（the old, big companies），外国会社（for-
eign companies），国際会社（the international
company），国際企業（international business），親
会 社（the parent company），日 本 企 業（a
Japanese company），アメリカ多国籍企業（the
American multinational companies），アメリカ企
業（American business，a United States busi-
ness），ヨーロッパ企業 European businesses），
フランス企業（French business, French compa-
nies），先導的なオランダ企業（a leading Dutch
company），ユーゴスラビア企業（Yugoslav
business），アメリカ以外の多くの優良な多国籍
企業（a good many non-American multinational
corporations），スウェーデン多国籍企業（the
Swedish multinational companies），はるかに小さ
なアメリカ企業（much smaller American busi-
ness），アメリカ会社（American companies），ア
メリカに本拠をおく会社（an American-based
company）アメリカに本拠をおく多国籍企業
（the American-based, multinational corporation），
アメリカ以外に本拠をおく新興多国籍企業
（new additional multinational corporations with
anon-American base），産 業 会 社（industrial
companies），民間企業（a private business，pri-
vate enterprise），民間会社（private companies），
政府企業（government enterprises），いわゆる成
長会社（the so-called growth company），全国企
業（national business），後 継 会 社（successor
companies），派生会社（daughter companies），営
利会社（the business corporation），大規模営利
会社（the large business corporation），自由企業
（free enterprise）

enterprise，firm，company，corporation，営利企
業（business enterprise），大小の企業（large and

― 40 ―

経営論集（北海学園大学）第 21 巻第 2号 ドラッカーの企業観について（春日）



企業の
位置づけ 著書 時代背景と

問題意識
企業観の
内容・主旨

主な
企業概念

企業をあらわす言葉
（主な企業概念以外）

⽝マネジメ
ント⽞（73）

専制にかわる
ものとしての
マネジメント
の提示

とくになし。
ただし超国家
的な制度とし
て，多国籍企
業に期待。

企業
(business)

small businesses），大企業（large businesses，the
large enterprise，a big enterprise，the big busi-
ness enterprise），大会社（a big company，large
company，the large corporation，big corpora-
tions），かなりの大企業（very sizable businesses，
a fairly big business，very large businesses，a very
big business，a very big enterprise），かなり大き
な会社（very large company，very big company），
巨大企業（a giant business），大規模複合企業（a
large and complex enterprise，a large and com-
plex business enterprise），巨大会社（the giant
corporations），専門的に経営された大企業（the
large and professionally managed companies），中
小企業（small and medium-sized businesses），中
企業（medium-sized enterprises，medium-sized
business），かなりの規模の会社（fair-sized
company），小企業（the small enterprise，small
businesses），かなり小さな企業（fairly small
businesses），小会社（a small company），かなり
小さな会社（a very small company），所有者経営
の小企業（the small owner-managed firm），多国
籍企業（multinational corporation，multinational
businesses，multinational enterprise，multina-
tional company，multinational），大規模多国籍会
社（large multinational company），大規模多国籍
企業（the large multinational corporation），かな
り大きな国際企業（a respectably large interna-
tional business），大規模多国籍世界企業（large
multinational world companies），小規模多国籍企
業（small multinational businesses），全国会社
national companies），大規国際会社（the big
international companies），全国業（national busi-
nesses），大規模全国企業（a large and national
company），主要企業（major business，major
enterprise），多角化会社（the diversified com-
pany），多角化企業（a diversified business），既存
企業（already existing businesses），分権化され
た会社（a decentralized company），アメリカ企
業（American business，U.S. businesses），アメリ
カ大企業（American big business），非アメリカ
企業（non-American businesses），アメリカ会社
（the American corporations，an American com-
pany，U.S. companies），アメリカ大会社（large
American company，an American large company），
アメリカに本拠をおく企業（American-based
businesses），汎 ヨ ー ロ ッ パ 会 社（the Pan-
European company），ヨ ー ロ ッ パ 会 社（a
European company），ヨーロッパ企業（European
businesses），ヨーロッパ超国籍会社（European
transnational company），スウェーデン会社
（Swedish companies），スウェーデン大会社
（large Swedish companies），フ ラ ン ス 企 業
（French businesses），フランス大会社（the large
French company），アングロ・オランダ会社（the
Anglo-Dutch companies），イタリア企業（Italian
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企業の
位置づけ 著書 時代背景と

問題意識
企業観の
内容・主旨

主な
企業概念

企業をあらわす言葉
（主な企業概念以外）

businesses），ドイツ企業（German businesses），
ドイツ会社（the German company），ドイツの大
会社（the large German company），日本企業
（Japanese businesses），日本会社（the Japanese
company），日本大会社（the Japanese large com-
pany，the large Japanese company），大規模な現
代日本企業（the large, modern Japanese busi-
ness），成長会社 a growth company，公社（pub-
lic corporations），民間企業（private enterprise，
private businesses），民 間 会 社（private com-
pany），私有私営の大会社（large privately owned
and privately managed companies），親会社（the
parent company），子 会社（a subsidiary com-
pany），同族会社（family company，the family-
owned business），系列会社（affiliated companies
自由企業（free enterprise），近代企業（modern
businesses，modern enterprise，the modern
business enterprise，the modern corporation），独
立会社（an independent company），イノベー
ション企業（innovating businesses），イノベー
ション会社（a innovating company），イノベー
ティブな会社（innovative companies），主要な成
長会社（a major growth company）

⽝見えざる
革命⽞（76）

年金基金の台
頭と少子高齢
化の到来

とくになし とくになし

business，company，enterprise，corporation，営
利 企 業（business enterprise），大 企 業（big
business，large enterprise，larger businesses），
大会社（large companies，big companies），小企
業（small businesses），小会社（the small com-
panies），かなりの規模の会社（fair-sized com-
pany），営利会社（the business corporation），ア
メリカ企業（American businesses，U. S. busi-
ness），アメリカ会社（American companies），ア
メリカの大会社（Americaʼs large corporations），
既存会社（existing companies），デンマークやス
ウェーデンの会社（Danish or Swedish com-
pany），小さくはあるが成長している企業（the
small but growing business），すでに確立された
大ないし中規模の企業（the established big or
fair-sized business），自由企業（free-enterprise），
近代企業（modern business），民間企業（private
enterprise）

（
3
)─2)
新
し
い
枠
組
み
で
の
企
業
の
考
察
を

⽝乱気流時
代の経営⽞
（80）

⽛乱気流時代⽜
における変化
しゆく諸相と
取り組むべき
経営課題の提
示

とくになし。
ただし多国籍
企業の変容が
説かれる。

とくになし

business，company，enterprise，firm，営利企業
（business enterprise），先導的な会社（the lead-
ing company），巨大会社（a giant company），か
なりの大企業（the very large corporation），既存
会社（existing companies），既存大会社（exist-
ing large companies），大企業（big business，
large businesses，large enterprise，large corpo-
ration），大会社（the large company，big com-
pany），中小企業（a small or medium-sized com-
pany），中規模企業（medium-sized businesses），
純粋に地域的な小企業（small and purely local
businesses），小企業（small business），小会社
（small companies），きわめて小さな会社（a tiny
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企業の
位置づけ 著書 時代背景と

問題意識
企業観の
内容・主旨

主な
企業概念

企業をあらわす言葉
（主な企業概念以外）

深
め
た
段
階
（
後
期
ド
ラ
ッ
カ
ー
中
期
）

company），アメリカ企業（American businesses，
American corporations），アメリカ大企業（large
American businesses，American big business），日
本企業（Japanese enterprise），日本大企業（the
large Japanese business），日本会社（a Japanese
company），日本大会社（a large Japanese com-
pany），イタリア会社（Italian company），イタリ
ア大企業（large Italian business），主要市場会社
（a major marketing company），親 会 社（the
parent company），自由企業（free-enterprise），
上場会社（the publicly owned companies），近代
企業（modern enterprise），地方の小企業（a
small local business），同族企業（family busi-
ness），超 国 籍 企 業（transnational business，
transnational），多国籍企業（multinational cor-
poration，multinational companies，multination-
al），アメリカ多国籍企業（American multina-
tionals），国際会社（international company），大
多国籍企業（the large multinationals），全国企業
（a national company），外国会社（a foreign com-
pany），国内企業（domestic business，domestic
company），もっとも国際化の進んだ企業（the
most internationally -minded business）。

⽝変貌する
経営者の世
界⽞（82）

経営者向けの
エッセイ

とくになし とくになし

business，company，corporation，firm，営利企業
（business enterprise），国際企業（international
business），多 国 籍 企 業（the multinationals，
multinational corporation），多国籍会社（multi-
national companies），ドイツの大規模多国籍企
業 the large German multinationals），大企業（big
business，large business，big enterprises），大会
社（big companies，large company），かなりの大
会社（very large companies），かなりの大企業
（substantial firms），巨大会社（giant companies），
専門的に経営された大会社（large, professio-
nally managed companies），大規模政府企業
（large government enterprises），上 場 会 社
（publicly held companies），最大の複合会社（the
biggest and most complex companies），中企業
（medium-sized businesses），中小企業（a small or
medium-sized business，the small- and middle-
sized business），小企業（small businesses），小
会社（small company），先導的な会社（the
leading company），成長企業（the growing busi-
ness），小規模成長企業（small and growing busi-
ness，small, growing business），小さな企業家的
企業（small entrepreneurial businesses），日本企
業（Japanese business），日 本 会 社（Japanese
company），日本大企業（Japanʼs large compa-
nies），アメリカ企業（American business），アメ
リカ大企業（American large business），アメリ
カ会社（U. S. companies，the American com-
pany），イギリス会社（British companies），イン
ドの巨大国有企業（the huge state-owned Indian
enterprises），欧米会社（Western companies），
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企業の
位置づけ 著書 時代背景と

問題意識
企業観の
内容・主旨

主な
企業概念

企業をあらわす言葉
（主な企業概念以外）

親会社（the parent company）

⽝イノベー
ションと企
業 家 精 神
（85）

イノベーショ
ンの体系的な
実践を意図。

とくになし とくになし

business，company，enterprise，firm，corpora-
tion，営利企業（business enterprise），多国籍企
業（multinational），日本の多国籍企業（Japanese
multinationals），真の世界的な会社（a truly
global company），企業家的企業（entrepreneuri-
al business），企業家的会社（entrepreneurial
companies），営利会社（business corporation），
主 要 企 業（major enterprises），大 企 業（big
business，big firms，large business，large corpo-
ration，big corporation），かなりの大企業（a very
big corporation），巨大企業（giants，giant en-
terprise），大会社（large companies，big compa-
nies），かなりの大会社（very large companies，a
very big company），名門大企業（deeply en-
trenched giants），近代大企業（a large modern
business），そこそこの規模の会社（a fair-sized
company），中規模企業（the medium-sized busi-
ness，a medium-sized enterprise），中規模会社（a
medium-sized company），中小企業（small and
middle-sized businesses），中規模成長会社（mid-
sized growth companies，middle-sized growth
companies，medium-sized growth companies），小
企業（small businesses，small enterprises，small
firm），小会社（small company），かなり新興の
小企業（the very young or very small business），
高度に専門化した新しい小企業（the small and
highly focused new enterprise），小規模成長企業
（the small and growing business），古い大企業
（large and often old enterprises），既成の大企業
（large and established business），古い大会社
（the big old companies），既成の安定した大会社
（large and established company），非企業家的会
社（a non-entrepreneurial company），既存の企業
家的企業（existing entrepreneurial businesses），
既存の小企業（small existing enterprises），既存
の大中企業（existing large and fair-sized busi-
nesses），収益企業（profit-making enterprises），
アメリカの株式公開企業（publicly owned
American companies），株式公開企業（publicly
owned companies），非公開企業（privately held
companies），既存企業（the existing business，
existing enterprises），既存大企業（the existing
large enterprise，existing and sizable enterprises，
existing big businesses），独立企業（an inde-
pendent enterprise），親会社（parent company），
買収会社（acquiring company），被買収会社
（acquired company），イタリア会社（an Italian
company），アメリカ会社（the American com-
pany），アメリカ大会社（large American compa-
nies），成功している企業（successful busi-
nesses）

business，company，enterprise，firm，corpora-
tion，営利企業（business enterprise），企業家的
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企業の
位置づけ 著書 時代背景と

問題意識
企業観の
内容・主旨

主な
企業概念

企業をあらわす言葉
（主な企業概念以外）

⽝マネジメ
ント・フロ
ンティア⽞
（86）

今日の意思決
定が明日を形
成するマネジ
メントのフロ
ンティアとな
る論考

とくになし とくになし

企業（entrepreneurial business），企業家的会社
（entrepreneurial companies），多国籍企業（mul-
tinational，the multinational concern），多国籍大
企業（big multinationals），日本の多国籍企業
（the Japanese multinational），欧米の多国籍企業
（the Western-based multinational），多国籍会社
（a multinational company），国際的な会社（in-
ternational companies），自由企業（free enter-
prise），近代営利企業（the modern business
enterprise），大営利企業（big business enter-
prise），大企業（the large business corporation，
big business，large business，major business，
large enterprise，the large business enterprise，
（large corporation，big corporation），近代大企業
（the modern big corporation），全国的な大企業
（big, national business），大会社（big company，
big corporations，big-company，large companies），
かなりの大会社（very big companies），確立され
た会社（the established company），確立された
大会社（the big established company），巨大企業
（giant，the giant business），巨大会社（giant
companies），（金融）コングロマリット financial
conglomerate，個人商会（business firm），小企業
（small business，smaller firms），かなりの小会社
（fairly small companies），外国の小会社（smaller
foreign companies），小規模な専門会社（smaller
and more specialized companies），自律的で自治
的な小企業（autonomous, self-governing, and
smaller enterprises），中規模企業（middle-size
businesses），中規模会社（a medium -size com-
pany），中小企業（small and medium-size (enter-
prise, businesses, firms)），急成長しているかな
りの大会社（a very big and rapidly growing
company），中規模成長会社（mid-size growth
companies），急成長している企業（a rapidly
growing business），急成長している中規模会社
（fast-growing medium-size companies），革新的な
会社（the innovative company），高度な革新性を
達成している会社（a highly successful innova-
tive company），企業家的で革新的な企業（en-
trepreneurial and innovative businesses），高度に
革新的な巨大企業（highly innovative corporate
giants），民 間 企 業（private business，private
business enterprise），民間会社（private com-
pany），株式会社（Société anonyme），無名会社
（Aktigengesellschaft 訳 204，原 170），有限会社
（private limited company），株 式 合 資 会 社
（Kommanditgsellschaft auf Aktien），魂のない株
式会社（the soulless corporation），公有の大企業
（the large, publicly owned corporation），株式公
開会社（publicly owned companies），株式公開大
会 社（big, publicly owned companies，large,
publicly owned (held) companies，the large public
corporation），非公開会社（closely held compa-
nies），親会社（parent company），現代の株式公
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企業の
位置づけ 著書 時代背景と

問題意識
企業観の
内容・主旨

主な
企業概念

企業をあらわす言葉
（主な企業概念以外）

開大企業（the modern, publicly owned, large
enterprise），同族会社（a family company），ベン
チャー・キャピタルの会社（venture capital
firms），アメリカ企業（American businesses，
American firms，American corporation，U. S.
businesses），アメリカ会社（American company，
U. S. companies），ア メ リ カ 大 会 社（large
American company，large U.S. companies），西ド
イツ会社（West German company），ドイツ会社
（German company），日本企業（Japanese busi-
nesses，Japanese firms），日本会社（Japanese
company），日本大会社（large Japanese com-
pany），日本の主要会社（major Japanese com-
pany），かなり大きな日本会社（very large
Japanese companies），日本大企業（Japanese big
business），ヨ ー ロ ッ パ 主 要 企 業（major
European corporation），ニューヨーク主要企業
（major New York business enterprises），かなり
の規模の日本会社（a fair-size Japanese com-
pany），外国会社（the foreign company），国内会
社（domestic companies），既存企業（the exist-
ing businesses），国有企業（government-owned
enterprises）

⽝新しい現
実（89）

⽛新しい現実⽜
として，広範
な問題が論じ
られる

とくになし とくになし

business， company， enterprise， corporation，
firm，営利企業（business enterprise），近代営利
企業（the modern business enterprise），多国籍
企業（multinational），超国籍企業（transnational
businesses，transnational enterprise，transna-
tional），超国籍会社（transnational companies），
超国籍大会社（large transnational companies），
ヨーロッパ超国籍企業（European transnational
companies），大 企 業（large businesses，Big
businesses，big businesses，large enterprises），
巨大企業（the corporate business giants），豊か
な大企業（the large and rich corporations），大会
社（large companies，big companies），巨大会社
（giant companies），中規模会社（middle-sized
companies），中小企業（middle-sized and even
small businesses），小企業（small businesses，
small enterprises），小会社（small company），地
方企業（a strictly local firm），全国企業（a
national business），大 陸 企 業（a continental
business），自由企業（free enterprise），民間企業
（private business，private enterprise），国営会社
（nationalized companies），10 億 ド ル 企 業
（billion-dollar corporation），近代営利企業（the
modern business enterprise），近代企業（modern
business，modern corporation，modern enter-
prise），business corporation，親会社（the parent
company），株式公開大会社（large, publicly
owned companies，large, publicly held companies，
メキシコ会社（Mexican companies），日本企業
（Japanese business，Japanese firms），日本大会
社（the large Japanese companies），アメリカ企
業（American business，American firm），アメリ
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企業の
位置づけ 著書 時代背景と

問題意識
企業観の
内容・主旨

主な
企業概念

企業をあらわす言葉
（主な企業概念以外）

カ会社（American companies，the U. S. com-
pany），アメリカ大会社（Americaʼs large com-
panies），アメリカを本拠とする会社（American-
domiciled companies），イギリス会社（the U.K.
company），西ドイツ会社（the West German
company），ヨーロッパ企業（European busi-
ness），ヨーロッパや日本の大会社（large
European and Japanese companies）

⽝非営利組
織の経営⽞
（90）

非営利組織に
焦点を合わせ
たマネジメン
ト書

とくになし とくになし business，company，営利企業（business enter-
prise），大企業（big business），巨大企業（the
very biggest businesses），上場会社（a publicly
listed company），アメリカ企業（American busi-
ness）

（
3
)─3)
企
業
の
変
容
を
指
摘
し
た
段
階
（
後
期
ド
ラ
ッ
カ
ー
末
期
）

⽝未来への
経 営⽞（＝
⽝未 来 企
業⽞）（92）

企業内外の問
題をテーマに，
経済と経済学，
人，マネジメ
ント，組織を

とくになし とくになし

business， company， firm，corporation，enter-
prise，営利企業（business enterprise），多国籍企
業（multinationals），大規模多国籍企業（big
multinationals），多国籍会社（the multinational
company），超国籍企業（transnational enterprise，
transnational firm，transnationals），アメリカ多
国籍企業（American multinationals），アメリカ
巨大多国籍企業（American giant multinationals），
日本多国籍企業（Japanese multinationals），旧式
の企業（the old-style corporation），大企業（a
large business，a large corporation，a large
enterprise），big business，big corporation），かな
りの大企業（very big enterprises），巨大企業
（giants），大会社（a big company，a large com-
pany），かなりの大会社（a very large company），
多角化した大会社（a big and diversified com-
pany），大規模複合企業（a large and complex
enterprise），中小企業（middle-sized and even
small businesses，small and medium-sized busi-
nesses，a small or medium-sized firm），中小会社
（middle-sized and small companies），中規模企業
（middle-sized enterprises，middle-sized business，
midsized businesses，midsized firm，medium-
sized firms），中規模会社（middle-sized compa-
nies），零細企業（tiny firms），企業家的な小企業
（small, entrepreneurial businesses），親 会 社
（parent companies），国内会社（a one-country
company，national firms），純粋国内企業（purely
national enterprises），主要企業（the major cor-
porations），株式非公開小会社（smaller, closely
held companies），株式非公開小企業（smaller,
closely held firms），中規模同族企業（middle-
sized, family-owned businesses），中規模株式非
公開企業（middle-sized, privately held firms），政
府系企業（governmental enterprise），政府管轄
下の会社（government-controlled companies），
巨大政府企業（giant government businesses），大
規模持株会社（the large holding company），政府
持株会社（state holding company），系列会社（a
keiretsu company），民 間 企 業（private busi-
nesses），自由企業（free enterprise），合弁企業
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企業の
位置づけ 著書 時代背景と

問題意識
企業観の
内容・主旨

主な
企業概念

企業をあらわす言葉
（主な企業概念以外）

（the joint enterprise），情 報 型 企 業（the
information-based business），企業家的な会社
（entrepreneurial companies），株 式 公開企業
（publicly held corporations，publicly owned cor-
porations，public corporations；公社，公共企業
体，文脈上⽛株式公開企業：原 208，訳 254），
株式公開大企業（large publicly owned enterprise，
the large, publicly held corporation，the large,
publicly owned corporation），株式公開会社（the
publicly held company），株式公開大会社（the
large publicly held companies），アメリカの株式
公開会社（Americaʼs publicly owned companies，
publicly owned U.S. companies，the U.S. publicly
owned corporation），日本企業（Japanese busi-
nesses，Japanese firms），日本大企業（the large
Japanese firm），日本会社（Japanese companies），
日 本 大 会 社（big Japanese companies，large
Japanese companies），近代日本企業（the mod-
ern Japanese corporation），ヨーロッパ企業
（European businesses），ヨ ー ロ ッ パ 会 社
（European companies），ヨーロッパ中規模会社
（medium-sized European companies），ヨーロッ
パ株式非公開会社（European privately held
companies），ア メ リ カ 企 業（American busi-
nesses (firm)，American firm，U.S. businesses），
アメリカ会社（American companies，U.S. com-
panies），アメリカ大会社（large American com-
panies，large U.S. companies），アメリカ大企業
（American big business，Americaʼs large corpora-
tions），アメリカ中小企業（small and medium-
sized U.S. firms），イギリス会社（British com-
panies），フランス会社（a French company），フ
ランス超会社（French supercompanies），ドイツ
国内企業（domestic German business），西ドイ
ツ会社（West German companies），アメリカを
本拠とする会社（U.S.-based companies），アメ
リカ全国企業（national U.S. businesses），欧米会
社（American and other Western companies），欧
米 企 業（Western businesses），欧 米 会 社
（Western company），日本所有の会社（Japanese-
owned companies），ア メ リ カ 所 有 の 会 社
（American-owned companies），ハンガリー企業
（Hungarian business），中国企業（Chinese en-
terprises，Chinese business），外国企業（a for-
eign business），地元会社（local company）

⽝ポスト資
本 主 義 社
会⽞（93）

⽛ポスト資本
主義社会⽜す
なわち冷戦終
結そしてソ連
崩壊後の社会
体制の行方

とくになし とくになし

business，company，corporation，営 利 企 業
（business enterprise），大企業（large businesses，
big business，large corporations，large-scale en-
terprise），民間資本家企業（private capitalist
enterprise），民間資本家大企業（large-scale pri-
vate capitalist enterprise），主要企業（a major
business corporation），主要会社（major compa-
nies），営利会社（business corporation），民間企
業（private businesses），中規模会社（middle-
sized companies），大規模公開会社（the large
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企業の
位置づけ 著書 時代背景と

問題意識
企業観の
内容・主旨

主な
企業概念

企業をあらわす言葉
（主な企業概念以外）

publicly owned company），日本企業（Japanese
businesses），日本大企業（Japanʼs large busi-
nesses，Japanese big businesses），日 本 会 社
（Japanese companies），日本大会社（a Japanese
big company，large Japanese companies），アメリ
カ企業（American business，American corpora-
tions），アメリカ大企業（the big American cor-
poration），アメリカの中規模企業（Americaʼs
medium-sized businesses），アメリカ会社（the
American companies），アメリカ大会社（the
large American companies），アメリカ，ドイツ，
イギリスの大企業（a large American, German, or
British company），ドイツ会社（the German
company），スペイン会社（Spanish company）

⽝大転換期
の 経 営⽞
（＝⽝未来へ
の 決 断⽞）
（95）

変革期におけ
るエグゼク
ティブのため
のサバイバ
ル・マニュア
ルの提供を意
図。

とくになし とくになし

business， company， corporation， firm，enter-
prise，営利企業（business enterprise），major
industrial enterprise（主要産業企業），多国籍企
業（the multinational corporation，multinational，
multinational businesses，a multinational enter-
prise），巨大多国籍企業（huge multinationals），
大規模多国籍会社（large multinational compa-
nies），大会社（big company，large companies），
大企業（big corporations，large businesses，the
large business enterprise，large scale business，
Big Business，big businesses），巨大企業（the
giants），中 小 企 業（small and medium-sized
firms），中規模企業（the medium-sized busi-
nesses），中規模会社（mid-size companies），小
企業（small businesses），小会社（small compa-
nies），主 要 会 社（major companies），企 業
（business corporation），主要企業（a major busi-
ness corporation），同族企業（family business，
the family-managed business），同族会社（family
company，the family-managed company），かなり
大きな完全同族企業（a very large and com-
pletely family-managed business），小さな同族企
業（small family-owned enterprises），大コングロ
マリット（a big conglomerate），国内企業（do-
mestic business），外国企業（foreign business），
近代企業（the modern corporation），近代企業
（the modern business enterprise），国家企業
（state enterprises），国 有 企 業（government-
owned businesses），民間企業（private enter-
prise），ドイツ会社（German companies），ドイ
ツやイギリスの大会社（a large German or
British company），ド イ ツ の 中 規 模 会 社
（Germanyʼs mid-size companies），ドイツ大会社
（big German company），イギリス会社（British
companies），アメリカ企業（American business，
U.S. businesses），アメリカ大企業（the great U.
S. businesses），ア メ リ カ 巨 大 企 業（the
American giants），アメリカ会社（U.S. compa-
nies），アメリカの大会社（large U.S. a large
American company，companies，big American
company，big U.S. company），アメリカやヨー
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企業の
位置づけ 著書 時代背景と

問題意識
企業観の
内容・主旨

主な
企業概念

企業をあらわす言葉
（主な企業概念以外）

ロッパの大会社（big U.S. or European compa-
nies），ヨーロッパ会社（European companies），
主要ヨーロッパ会社（the major European com-
panies），欧米会社（Western companies），アメリ
カ多国籍企業（American multinationals），アメ
リカ巨大多国籍企業（huge American multina-
tionals，giant American multinationals），アメリ
カを本拠とする多国籍企業（the American-based
multinationals），海外中国人の多国籍企業（the
overseas-Chinese multinational），日 本 企 業
（Japanese businesses），日 本 会 社（Japanese
companies），日本大企業（Japanese big busi-
ness），日本大会社（the big Japanese company，
a large Japanese company）

⽝ド ラ ッ
カー，アジ
アを語る⽞
（＝⽝P. F.ド
ラッカー・
中内功 往
復書簡⽞①
②）

中内功の問い
にドラッカー
が答える

とくになし とくになし

business，company，enterprise，firm，corpora-
tion，営利企業（business enterprise），多国籍企
業（multinational），ア メ リ カ 多 国 籍 企 業
（American multi-nationals），自由企業（free en-
terprise），大企業（the large business enterprise，
the big business enterprise），主要企業（major
business），主要会社（amajor company），大会社
（big companies，large companies），近代企業
（modern corporation，the modern business），国
有企業（state-owned enterprises），小企業（small
businesses），民間企業（private enterprise），既
存会社（established companies，existing compa-
nies），既存大会社（existing, large companies），
営利目的会社（for-profit companies），メキシコ
企 業（Mexican business），メ キ シ コ 会 社
（Mexican companies），主要な欧米企業（amajor
Western business），日本会社（Japanese compa-
nies），日本大会社（large Japanese companies），
主要日本企業（a major Japanese corporation），
日本大企業（the large Japanese corporations），ア
メリカ企業（American businesses），アメリカ会
社（American companies），先導的なドイツ会社
（the leading German companies），ヨーロッパ企
業（European business），ヨ ー ロ ッ パ 会 社
（European companies）

⽝21 世紀に
向けたマネ
ジメントの
挑 戦⽞（＝
⽝明日を支
配 す る も
の⽞）（99）

21 世紀に向
けた明日の課
題のうち，決
定的に重要な
課題を提示

とくになし とくになし

businesscompany，enterprise，corporation，firm，
営利企業（business enterprise），多国籍企業
（multinational），大規模多国籍企業（large mul-
tinationals），超国籍企業（transnational），近代企
業（modern business），主要企業（a major en-
terprise），ジョイント・ベンチャー（joint ven-
ture），先導的な会社（leading company），急速に
成長している会社（rapidly growing company），
大企業（big business，large business，large en-
terprises，big corporation），大会社（big compa-
nies），かなりの大会社（fairly big company，the
very big company），中規模企業（mid-sized busi-
nesses），二流の小さな同族会社（a small and
mediocre family firm），親会社（parent company），
株式公開企業（the publicly owned corporations），
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企業の
位置づけ 著書 時代背景と

問題意識
企業観の
内容・主旨

主な
企業概念

企業をあらわす言葉
（主な企業概念以外）

株式公開会社（the publicly owned companies），
大規模株式公開企業（large, publicly owned en-
terprise），高度に専門化した中規模会社（highly
specialized, midsized companies），アメリカの上
場企業（American publicly listed corporations），
イギリス企業（British business），メキシコ会社
（Mexican company），イ ン ド ネ シ ア 会 社
（Indonesian company），欧 米 会 社（Western
companies），アメリカ企業（U.S. businesses），
アメリカ会社（U.S. companies），ヨーロッパ会
社（European companies）

⽝ネ ク ス
ト・ソサエ
ティでの経
営⽞（＝⽝ネ
クスト・ソ
サエティ⽞）
（2002）

⽛来たる次の
社会⽜を展望

企業観の変容
を指摘

とくになし

business， company， enterprise， corporation，
firm，営利企業（business enterprise，知識会社
（a knowledge company），知識にもとづく企業
（knowledge-based businesses），多 国 籍 企 業
（multinationals），多 国 籍 会 社（multinational
companies），超国籍企業（transnational，trans-
national business），超国籍会社（transnational
companies），営利会社（business corporation），
国内企業（domestic firms），合弁企業（joint
venture），大会社（the big company，the large
company），大規模複合会社（large and complex
companies），大 企 業（large enterprise，large
corporations，big firms），かなりの大企業（very
large corporations），かなりの大会社（a very big
company），大規模営利企業（the large business
enterprise）中規模企業（the medium-size busi-
nesses，middle-size businesses，medium-size
firms），中 規 模 会 社（a midsize company，a
medium-size company，middle-size company），地
元会社（a local company），中小企業（small and
medium-size companies），小企業（small firms，
small businesses，the small enterprises），利益を
生む会社（profit-making company），近代企業
（the modern corporation），近代会社（the mod-
ern company），経済的企業（economic enter-
prise），個人が所有し自分で経営する小会社
（the small, privately owned, and personally run
firm），伝統的企業（traditional corporation），営
利追求企業（for-profit businesses），外国会社
（foreign companies），国内会社（domestic com-
panies），全国会社（national company），親会社
（the parent company），業績をあげる企業（well-
performing enterprises），ア メ リ カ 企 業
（American business），アメリカ大企業（a big
American corporation），ア メ リ カ 大 会 社
（Americaʼs large companies），メキシコ企業
（The Mexican firm），韓国企業（Korean busi-
ness）
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⽛大企業の使命⽜のタイトルで，所収。）

1 本稿は，経営学史学会第 30 回全国大会（専修大学オンライン開催，2022 年⚕月 29 日）での自由論題報告
にもとづいて作成されたものである。報告の機会を与えてくださった経営学史学会の諸先生方，大会実行の
先生方，チェアパーソンの労をとっていただいた井坂康志先生，報告で貴重なご意見をくださったフロアー
の諸先生方，その他ご高配くださったすべてのみなさまに，この場を借りて御礼申し上げる。
2 そもそも⽛企業⽜の語と概念について，われわれはあらかじめ整理しておく必要がある。英語で主なもの
としては enterprise，corporation，company，business，firm があるが，もとより日本語の⽛企業⽜，⽛会社⽜と
は少なからぬ意味上の違いがある。手元の辞書によれば，まず日本語の⽛企業⽜は営利目的に事業を営む組
織であり，⽛会社⽜は会社法にもとづいて設立された法人のことである。つまり⽛企業⽜は一般的な概念，⽛会
社⽜は法律上の概念である。ついで英語をみると，enterprise は営利目的に事業を営む組織，corporation は大
規模会社や法人企業，company は営利目的の小規模会社，business は商品やサービスを売り買いする小規模
企業，firm は専門的な能力をもった個人間のパートナーシップによって成り立つ会社や企業となる。これら
の主な日本語訳は enterprise が⽛企業⽜，corporation が⽛会社⽜や⽛株式会社⽜，company は営利目的の小規模
会社で主な訳語は⽛会社⽜，business が⽛企業⽜，firm が⽛会社⽜や⽛企業⽜，といったところである。いずれ
も英語とはニュアンス上の違いがあり，必ずしも単一の日本語訳であらわせるものではない。とりわけ cor-
poration と firm はふたつの訳語があり，文脈によって訳し分けざるをえない。また business はそもそも多義
的な語であり，⽛事業⽜，⽛商取引⽜，⽛仕事⽜といった意味をふくむため，やはり文脈によって訳し分けざるを
えない。この点をあらかじめお断わりしておく。
3 本稿で主な対象とする⽛企業⽜をあらわす語は，enterprise，corporation，company，business，firm（⽝マネ
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ジメントの実践⽞（＝⽝現代の経営⽞）（54）以降は business enterprise も加える）である。基本的にこれら以外
で文脈によって企業を意味する語（monopoly，subsidiary，affiliate，agency など）は除外しているが，場合に
よってくわえていることもある。また enterprise，corporation，company，business，firm についても，可能な
かぎりとりあげるよう試みたが，必ずしもすべてを網羅できているわけではない。あくまでも代表的なもの
にとどまる。この点，あらかじめご了承願いたい。
4 初版時におけるドラッカー当初の企業観をとらえていくことを趣旨とする。したがって論文集のうち，初
出年があまりにも隔っている論文から構成されるものは便宜的に本書の検討対象外とした。これに当たるも
のとして，⽝明日のための思想⽞（59），⽝テクノロジー，マネジメント，社会⽞（70）（同書の初版は正確には
1958 年ながら，収録論文の変更などをくり返し，初版の原形をとどめていないこともある），⽝人間，思想，
政治⽞）（71），⽝生態学のビジョン⽞（＝⽝すでに起こった未来⽞）（93）がある。なお⽝生態学のビジョン⽞につ
いては，⽛あとがき：ある社会生態学者の回想⽜（92）のみ一部言及する。
5 文献④ p.4，岩根訳 4-6 頁。
6 文献⑤ p.28，掲載邦訳⽝全集⽞34 頁。
7 文献⑤ p.4，掲載邦訳⽝全集⽞⚗頁。
8 文献⑤ p.330，掲載邦訳⽝全集⽞386 頁。
9 本書以降の著書では business enterprise が，enterprise，corporation，company，business，firm という⽛企業⽜
をあらわす語と同じように日常的に登場してくることになる。そのため，本書以降については，business en-
terprise も⽛企業⽜をあらわす語にくわえて整理していくこととする。

10 文献⑥ p.12，掲載邦訳・上 16 頁。
11 文献⑥ p.91，掲載邦訳・上 64 頁。
12 文献⑥ p.14，掲載邦訳・上 18 頁。
13 文献⑧ p.194，掲載邦訳⽝全集⽞623 頁。
14 文献⑩ p.91，掲載邦訳 136 頁。
15 なお，⽝明日への道標⽞（＝⽝変貌する産業社会⽞）（57）と⽝成果をめざす経営⽞（＝⽝創造する経営者⽞）（64）
の間に，ドラッカーは企業に関して注目すべき次の二論文を著している。
(1)⽛企業目的と存続に必要なこと：営利企業の規範に関する覚書⽜（Business Objectives and Survival Needs:
Notes on a Discipline of Business Enterprise）（58）

(2)⽛大企業と国家目的⽜（Big Business and the National Purpose）（62）
以下，これらの内容について整理しておく。
(1)⽛企業目的と存続に必要なこと：営利企業の規範に関する覚書⽜（58）は，今やビジネス教育が成長著しい
にもかかわらず，それに見合った適切な営利企業（business enterprise）の規範・理論が欠如しているとして，
その確立に向けて展開される論考である。適切な企業理論は，①社会における企業を一般的に理解するた
めの方途，②マクロ経済学とミクロ経済学の架け橋，③企業組織内部の統合の方途，④経営者の指針のた
めの方途として必要だからであり，その欠如は学問や実務のみならず自由企業社会（free enterprise soci-
ety）の問題である。では，どうすればいいのか。企業の規範を獲得するための出発点は，存続するのに必
要な目標をもつことである。というのも，存続の目標そのものが企業の本質であり機能であり，またひと
つの理論だからである。この目標は⚑．人間組織として永続させること，⚒．全体的な社会・経済におい
て存在すること，⚓．財・サービスを提供すること，⚔．変革機関として存在すること，⚕．利益をあげる
こと，の⚕つである。かくて適切な企業の規範・理論を獲得するためになすべきこととして，①先の⚕つ
を満たす目標を設定し，評価する尺度を開発すること，②合理的な価値判断をするための規範（＝倫理，戦
略）を獲得すること，③これらのことを織り込んだ新たな予算作成アプローチを獲得することがあげられ
る。そして最後に，こうした試みは将来的にマネジメントの中心概念になるとしてむすばれている。
同稿の主な企業概念は，business enterprise である。これまでくり返し強調されてきた営利主義否定論も

また登場している。business，enterprise も散見されるが，これらはいずれも business enterprise を補足す
るものとして登場している。管見では firm はなく，company と corporation も単一語としては登場してい
ない。
なお，その他登場した⽛企業⽜をあらわす語としては，以下のものがある。自由企業社会（a free enter-

prise society），自由企業システム（the free enterprise system），近代営利企業（modern business enterprise），
大会社（the large corporation，large companies），大企業（the large enterprise），大企業（big business），巨大
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企業（the giants），大営利企業（a large business enterprise），私有企業（a privately owned business）。
(2)⽛大企業と国家目的⽜（62）は，アメリカ社会における経済進歩の中核的な制度（institution）として，ア
メリカ大企業とその経営者の課題をとりあげた論考である。具体的には，大企業は以下の⚔つの新分野で
の公的な要求に対応することを迫られているという。
①世界市場におけるアメリカの競争力を維持すること。その中心的問題はアメリカの賃金，雇用政策の原
則を変えること。

②イノベーターとしての役割を，従来の技術やビジネスのみならず，政策面でも発揮すること。
③大企業の経営は，公益にかかわるとみなされるようになっていること。
④大企業の経営者の二面性（経営トップとサラリーマン）を調和させること。
これら⚔つの分野それぞれについてさらに具体的な項目が詳述されるが，結論としてドラッカーは大企業

がアメリカ国民から自由社会における自律的な意思決定機関のひとつと認められるにいたっているとする。
大企業は経済的機関としてのみならず，人間的価値を推進し，国家目的に資することが期待されているので
あり，これこそが大企業における倫理の中核にあるとしてむすんでいる。
同稿では，主な企業概念といえるほどのものはない。テーマの big business が数のうえでも存在感でも圧

倒的で，それ以外は補足的なものでしかないのである。company，business enterprise，enterprise，firm，
business などが散見されるが，firm が比較的多い感がある。管見では，corporation はみられなかった。
なお，その他登場した⽛企業⽜をあらわす語としては，以下のものがある。
アメリカ企業（American business），アメリカ大企業（American big business），アメリカ会社（American

companies），大会社（the large companies，big company），大企業（large enterprise），大営利企業（the large
business enterprise，the big business enterprise），大規模複合営利企業（large, complex business enterprises），私
企業（private enterprise），顧客である会社（customer companies）。

16 文献⑫ p.175，掲載邦訳 229 頁。
17 ドラッカーが用いているのはあくまでもworld economy であって，global economy ではない。今日的な用語
法からすれば，その意味するところは global economy ということである。

18 ドラッカーは liberal arts の語を用いていない。
19 正確には本書では globalism ではなく transnationalism の語が用いられているが，その意味するところは日
本でいうグローバリズムと同義といってよい。掲載邦訳も，グローバリズムの語をあてている。

20 邦訳書では，原書と異なる配置となっている。⽛11 章 偉大な制度の興隆⽜は⽛第Ⅳ部 社会か経済か⽜内
の⽛第⚑章 社会の一体性をいかに回復するか？⽜，⽛第 15 章 ネクスト・ソサエティ⽜内の⽛企業（corpo-
ration）は生き残るか⽜は⽛第Ⅰ部 迫りくるネクスト・ソサエティ⽜内の⽛第⚕章 企業のかたちが変わる⽜
となっている。

21 ちなみに⽛多元社会⽜（pluralist society）の語は，すでに⽝新しい社会⽞（文献⑤ pp.36-37，掲載邦訳⽝全集⽞
43-44 頁）でみられる。

22 後年のドラッカーによる自らの企業に対する基本的な見方と位置づけは，⽝生態学のビジョン⽞（＝⽝すでに
起こった未来⽞）（93）の⽛後書き：ある社会生態学者の回想⽜（92）で提示されている。同所はドラッカーが
これまで行ってきた生涯の仕事を顧みて整理したもので，自らの企業観もふくまれているのである。
ここでドラッカーは，自らを社会生態学者と規定する。そして⽛継続と変革の相克⽜への関心から生涯の

文筆活動ははじまったとし，まず⽛法治国家⽜を発明した⚓人の思想家に注目したという。彼らは社会が崩
壊し⽛継続⽜が失われつつあるなかで，⽛法治国家⽜という制度（institutions）の発明によってその後 100 年に
わたる安定すなわち⽛継続⽜を生み出した。彼らにならってドラッカーも⽛法治国家⽜研究を志したが，ナチ
スの台頭によって断念せざるをえなくなる。その後，初の本格的な著書を経て，産業社会が一人ひとりに地
位と役割を与え，一人ひとりの仕事をひとつの成果にまとめあげる制度の分析にすすんでいった。その頃に
は，マネジメントされた制度すなわち組織（organizations）によって社会的課題が遂行される社会の到来がみ
えていた。そこで最初にドラッカーの関心を引いた組織こそ，⽛営利企業⽜（business enterprise）だった。⽝会
社の概念⽞（＝⽝企業とは何か⽞）（46）で，GMという当時もっとも成功していた大企業を内部からはじめて研
究した。大企業を社会的組織として，また権力・権限・責任といった統治に関する課題をまとめる組織とし
てみたものである，と。この頃の組織といえば，政府と企業しか眼中になかった。しかし後には，社会に市
民性とコミュニティを生み出すものとして，⽛非営利機関⽜（nonprofit institution）の重要性を認識するにい
たった。その成果が⽝非営利組織の経営⽞（90）になったという。
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ここでは，時代の転換期において社会を成立させる制度の確立を企図し，研究対象が⽛法治国家⽜から⽛企
業⽜そして⽛非営利機関⽜へ移行したとされている。⽛企業⽜と⽛非営利機関⽜については総じて⽛マネジメ
ント⽜概念のもとにまとめられているが，いずれも社会制度と把握されていることがポイントである。ド
ラッカーにあって，⽛企業⽜⽛マネジメント⽜はあくまでも⽛新しい社会⽜実現のための⽛制度⽜とされている
のである。また，ここでは⽛企業⽜をあらわす語として営利企業（business enterprise）があてられている点が
目を引く。
その他，当該稿で登場した⽛企業⽜に関する語としては，business，business enterprise のほか主要企業（a

major enterprise），非企業＝非営利組織に関する語は非営利機関（nonprofit institutions），第三セクター（third
sector），非営利セクター（nonprofit sector）があった。
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